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観光大使の委嘱状を受けた声優の小林元子さん観光大使の委嘱状を受けた声優の小林元子さん 輝け下野エール大使輝け下野エール大使

平成 29年 2月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations
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広報しもつけ　2017.2

　１月１０日の下野市の誕生日に、本市の知名度アップ、イメージアップ、観光の振興
を図ることを目的に、各方面で活躍している本市にゆかりのある方々に「輝け下野エー
ル大使」を委嘱しました。６名のエール大使の皆さんには、下野市の顔として下野市を
大いにＰＲしていただけることを期待しています。
　また、エール大使の活動を下野市の皆さんが応援することで、下野市をより盛り上げ、
一体感を醸成し、郷土愛を深めていただけることも期待しています。
　今後も、本市にゆかりのある各方面で活躍している方に「輝け下野エール大使」を委
嘱し下野市を応援していただき、知名度アップを図ってまいります。

　下野市が合併により誕生した日　
１月１０日に市役所で賀詞交歓会が
行われ、その場で委嘱状交付式が行
われました。
　交付式には、能楽師の山中一馬様、
彫刻家の宇賀地洋子様に出席をいた
だき、委嘱状を交付しました。
　また、山中一馬様には式例小謡を
披露して頂き、宇賀地洋子様には
エール大使としての今後の活動の抱
負をお話しいただきました。

　下野市には「輝け下野エール大使」とは別
に、「観光大使」がいます！道の駅しもつけの
イメージキャラクター「カンピくん」と、と
ちぎテレビのアニメキャラクター、まろに☆
えーるの「瓜田瑠梨」は下野市の魅力を日々
ＰＲしています。

委嘱状交付式を行いました！

輝け下野エール大使
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　下野市出身。作品「暁」
に て「 サ ロ ン・ ド・ プ
ランタン賞」受賞、二
科展にて「大海原」が
「安田火災美術財団奨励賞」
を受賞しました。
　フランス国立エコール・
デ・ボザールに留学し、本
市児童表彰でのメダルのデ
ザインを手掛け、母子を
テーマに作品を制作してい
ることから、「下野市教育のつどい」記念講演では「母
は応援団長」と題し講演いただきました。

　下野市出身。作新学院高
等部卒業後、日本大学に進
学し、東都大学１部リーグ
では150km/hのストレー
トを武器に活躍しました。
その後、中日ドラゴンズに
1位指名で入団し、投手と
して活躍。２００６年に現
役を引退した後は、野球解
説者を経て、韓国の三星ラ
イオンズで投手コーチとな
り、２０１５年からは千葉ロッテマリーンズの一軍
投手コーチを務めています。

　平成26年に、名字と本
市の名前が同じという理由
で、ヒャダイン（音楽プロ
デューサー）と人気ＤＶＤ
の撮影に訪れました。
　多くのアニメや映画に出
演しており、若者から絶大
な支持を得ています。
【アニメ】進撃の巨人、う
たのプリンスさまっ、ダイ
ヤのA、弱虫ペダルなど
【吹き替え】ザ・スナイパー、ハリーポッターと炎
のゴブレット、ファンタジー・ファクトリーなど

　下野市出身。
㈱ホリプロコム
に所属している
双子の芸人で、
「 P O N ！」、
Youtube「ホリ
プロコムのお笑
いゲーム実況」
などに出演中です。
　双子であることを上手く使ったショートコントや
モノマネ芸を得意とし、おすぎとピーコのモノマネ
や「ちょっと！ちょっとちょっと！」・「幽体離脱～」
などのギャグで人気を博しています。

　下野市出身。パーク２４
㈱に所属。
　小学１年生で柔道を始
め、２０１１年世界ジュ
ニア選手権６０ｋｇ級優
勝、２０１３年世界選手
権６０ｋｇ級に初出場で
初優勝し、市民栄誉賞を
受賞しました。リオデジャ
ネイロオリンピックでは、
銅メダルを獲得しました。
得意技は小内刈、巴投げ、肩車など。

　栃木県立石橋高等学校
卒業生。平成26年5月下
野国分寺跡での薪能や、
新庁舎開庁後、復曲能「宍
戸」を公演していただきま
した。
　金春流シテ方であり、国
の重要無形文化財総合指
定保持者として認定され、
金春会を中心に活動、自己
研鑽及び後進の育成の場
として「櫻詠会」を主催し、能楽の指導・普及に努
めていらっしゃいます。

1月10日に「輝け下野エール大使」となられた方をご紹介します！
敬称略

宇
う が ち

賀地　洋
よ う こ

子（彫刻家）

落
お ち あ い

合　英
え い じ

二（プロ野球コーチ）

下
し も の

野　紘
ひ ろ

（声優）

山
や ま な か

中　一
か ず ま

馬（能楽師）

髙
た か と う

藤　直
な お ひ さ

寿（柔道選手）

ザ・たっち（お笑い芸人）
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１月10日、市役所において「下
野市市政功労者表彰式」を開催
しました。

この表彰は、下野市表彰条例
に基づき、地方自治、教育、文
化、社会その他各分野で活躍さ
れ、市及び地域の振興に寄与さ
れた方、または特に顕著な功績
をあげられた方を表彰し、顕彰
するものです。

今年度は33名の方が表彰を受
けられました。

　表彰の内容等につきましては、次のとおりです。
【功労表彰】
<自治会長>清水　眞男　　三輪　健治
<民生委員児童委員> 清水　美惠子・鈴木　禎二・庄司　信行・石田　浩一
　黒須　智子・大越　信子・泉　俊之・花田　美枝・小林　彌榮子・長　美智子
<スポーツ推進委員> (故)中澤　幸弘
<消防団員> 牧野　和正・池田　正道・小平　英樹・新井　喜紀・手塚　優
　小原　智・矢野　伸之右・斎藤　智美・石島　秀信

【一般表彰】
<私財寄付> 杉山　吉伸・伊沢　一郎・(株)誠和・１名（匿名希望）

【市民賞】
<スポーツ表彰> 藤沼　貴大・木下　歩・髙山　凜子・田口　夢人・藤沼　竜矢
　栃木下野リトルシニア
<文化活動表彰> 松本　真帆
※<　>内は表彰理由。敬称略・順不同。

市政功労者表彰
おめでとうございます

市の魅力を市内外に広く紹介し、市のイメージアップ及
び観光振興を図るため、とちぎテレビまろに☆えーるのキ
ャラクター「瓜田瑠梨」に下野市観光大使を委嘱しました。

12月25日にオリオンスクエアで開催された「まろに祭」
のステージ上で、広瀬寿雄下野市長から瓜田瑠梨の声優で
ある小林元子さんへ委嘱状が手渡されました。観光大使就

任 を 記 念 し て
「ICカードステ
ッカー」を作成
し、下野市観光
協 会 に て １ 枚
500円で販売し
ています。

第５回しもつけ新聞スクラップ作品コンク
ールで最高賞となる下野会長賞に選ばれた武
藤里英さん（石橋北小３年）が受賞の報告に
広瀬市長を訪れました。

市制10周年に関する記事を集めた作品が評
価され、276作品の応募の中から最高賞とな
りました。おめでとうございました。

観光大使に委嘱しました
まろに☆えーる「瓜田瑠梨」

新聞スクラップで最高賞

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題
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12月８日、市役所市民ひろばにおいて、下野市文化協会創
立十周年記念及び市役所新庁舎竣工記念として、「陽光桜」
の記念植樹式が行われました。
「陽光桜」は、天城吉野（アマギヨシノ）と寒緋桜（カン

ヒザクラ）との交配により、寒さや暑さにも強い品種になっ
ており、平和のシンボルとしても有名な桜です。

式典には、文化協会会員約50名が参列しました。主催者を
代表して文化協会の中川賢一会長より、「この桜は、やがて
成長し綺麗な花を咲かせることでしょう。下野市も文化協会
も、桜と共に成長していけるよう努力していきたい。」とあ
いさつがありました。

本市では、地域の経済情勢に精通した金
融機関と連携を図り、お互いの知的・人的
資源やネットワーク等を有効に活用し、地
域課題の解決や地域の魅力向上等による地
域活性化を目的として、昨年12月19日に足
利小山信用金庫と「下野市と足利小山信用
金庫との地域活力向上等に関する連携協
定」を締結しました。

本協定により、本市の魅力向上につなが
る雇用環境の充実や生活環境の向上等に取
り組み、本市の地方創生を推進します。

田口トク様、石井トク子様、稲葉フサ様が百歳を迎えられ、市長より祝詞とお祝いの品を贈呈しました。長
生きの秘訣は「楽しく暮らすこと」だそうです。

皆様いつまでもお元気でお過ごしください。

百歳おめでとうございます

文化協会創立十周年記念
植樹式が行われました

足利小山信用金庫と連携協定
地域活動向上等に関する協定を締結

田口　トク様
（大正５年12月生）

石井　トク子様
（大正５年12月生）

稲葉　フサ様
（大正６年１月生）

広瀬寿雄市長と冨田隆理事長

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題

問
１

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

「
ち
ょ
っ
と
！
ち
ょ
っ
と
ち
ょ
っ
と
！
」
や
「
幽
体
離
脱
～
」
な
ど
の
ギ
ャ
グ
で
有
名
な
下
野
市
出
身
の
双
子
お
笑
い
芸
人
は
？
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毎年恒例の里山活動の一環として、自然林を活か
した史跡整備を実施した下野国分寺跡の落ち葉さら
いを11月30日に行いました。今年は例年より多くの
落ち葉を集めることができ、史跡が綺麗になりまし
た。児童達は落ち葉さらいをしながら、昔から地域
の人達によって守られてきた下野国分寺跡について
の学習もしました。集めた落ち葉は腐葉土にして、
西小学校の体験事業の肥料として使用する予定です。

12月10日に、南河内テニスコート及び周辺のゴミ拾いを行
いました。練習前の時間を利用し、約15分間クラブ団員、保
護者、コーチ約50名で作業を行いました。

日頃お世話になっているテニスコートに感謝の気持ちを込
めて行い、空き缶、ビニールごみ、紙くず、ペットボトルな
どをたくさん収集することができました。

市と栃木県トラック協会下野支部は、「災害時に
おける物資等の緊急輸送に関する協定」を締結しま
した。

12月９日に市村政行下野支部長、広瀬寿雄市長、
（一社）栃木県トラック協会から近藤基了常務理事、
鈴木宣行業務課長が出席し調印式を行いました。市
または市外の地域が被災した際に、物資等の輸送を
円滑に行うための手続きをまとめたものです。

国分寺跡の落ち葉さらいをしました
国分寺西小学校の子どもたち

災害協定を締結
トラック協会と締結しました

ゴミ拾いを実施

■ 下野市文化遺産フェスティバルが開催されました
12月３日、道の駅しもつけにおいて「下野市文化遺産フェスティバル」が開催されました。この催し物は、

市内７ヵ所で実施している伝統文化親子教室で習った作法や技法を子どもたちが発表するためのイベントで、
今回で６回目の開催となりました。我が国において大切に守り伝
えられてきた伝統文化を将来にわたって継承・発展させるととも
に、子供たちの豊かな人間性を涵養することを目的とし、文化庁
の支援を受けて実施しています。

会場では、お茶のお点前や生け花、和装礼法、お琴の演奏、お
囃子の演奏の発表が行われました。どの教室の子どもたちも日頃
の練習の成果が存分に発揮され、訪れた人を楽しませました。小
春日和の晴天の中、日本の伝統文化に触れる良い契機になった有
意義な一日となりました。

竹の子クラブの子どもたち

S h i m o t s u k e -C i t y  T o p i c s 　 　 ま ち の 話 題

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】「
ザ
・
た
っ
ち
」　

２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市民活動等への補助制度のご案内
「市民が主役のまちづくり」を推進するため、市民団体が自主的に取り組む市民活動等の事業を２種類の
補助制度で支援します。あなたも補助制度を活用して、まちづくりのために動き出してみませんか？

 ※補助金については、 3月の議会において予算が承認された場合交付となりますので、ご了承ください。

下
野
市
市
民
活
動
補
助
事
業

☆ 

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

　

市
内
で
実
施
さ
れ
、
地
方
創
生
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
行
う
活
動
（
例

え
ば
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
、
市
の
魅
力
発
信
、
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動
、
防

犯
活
動
、
子
育
て
支
援
、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
に
関
す
る
活
動
な
ど
）
に
関

す
る
事
業
で
あ
り
、
新
規
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

☆ 
補
助
が
受
け
ら
れ
る
団
体

　

左
記
の
要
件
に
全
て
該
当
す
る
団
体

(1) 

公
益
活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
等
で
あ
る
こ
と

(2) 

市
内
で
活
動
実
績
が
あ
る
市
民
活
動
団
体
等
で
あ
る
こ
と

　
（
今
後
に
お
い
て
活
動
を
予
定
す
る
場
合
を
含
む
。）

(3)  

５
人
以
上
の
会
員
で
組
織
さ
れ
、
継
続
し
て
活
動
で
き
る
見
込
み
が
あ

る
市
民
活
動
団
体
等
で
あ
る
こ
と

☆ 

補
助
事
業
の
種
類

　

補
助
事
業
は
、
申
請
１
年
目
は
「
新
規
ス
タ
ー
ト
補
助
」（
ト
ラ
イ
コ
ー

ス
ま
た
は
ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
）、
申
請
２
年
目
以
降
は
「
継
続
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
補
助
」
と
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
詳
細
は
下
記
の
「
表
：
補
助
区
分
・
要
件
」

の
と
お
り
）。

　

新
た
に
平
成
29
年
に
申
請
す
る
場
合
は
、「
新
規
ス
タ
ー
ト
補
助
」
と
な

り
ま
す
。

☆ 

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

　

補
助
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経

費
で
す
。
た
だ
し
、
要
綱
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

☆ 

具
体
的
な
事
例
・
説
明
を
受
け
た
い
方
は
…

　

次
の
日
程
で
、
平
成
29
年
度
の
募
集
説
明
会
と
平
成
28
年
度
補
助
対
象
事

業
の
実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
事
前
申
込
不

要
）。

■
場
所　
ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
日
時　
３
月
11
日
㈯

　
　
　
　

募
集
説
明
会　

午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　

実
績
報
告
会　

午
後
１
時
か
ら
（
※
）

※
開
始
時
間
は
、
当
日
の
状
況
に
よ
り
前
後
い
た
し
ま
す
。

補助区分 新規スタート補助 継続ステップアップ補助
コース トライコース スタートコース ２〜３年目 ４〜５年目
補助率 10分の10 ４分の３ ４分の３ ２分の１
補助上限 ５万円 10万円 30万円 30 万円
交付回数 どちらかを選択、１事業につき１回限り １事業につき４回まで

申請条件 ①�自主的に取り組む事業で、市民主体のまちづくり
の原動力となる効果があると認められる事業
②市内で実施される事業
③�事業の財源として、市や市の外郭団体等から他の
補助金等を受けていない、または受ける予定がな
いこと
④事業の実施計画が明確なこと
⑤単年度ごとに成果が出る事業

①新規スタート補助事業の要件に該当していること
②新規スタート補助事業の実績があること
③�新規スタート補助事業の開始年度から起算して５
年以内のものであって、補助事業としての継続性
が認められるもの

④今後の事業の継続を予定していること

【
共
通
項
目
】
申
請
・
選
考
方
法

　

申
請
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
て
、

３
月
１
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）
に

市
民
協
働
推
進
課
の
窓
口
へ
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
メ
ー
ル
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
等
は
不
可
）。

※
提
出
書
類
の
様
式
等
は
、
市
民
協

働
推
進
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

　

申
請
団
体
は
、
選
考
会
で
事
業
内

容
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
選
考
委
員
が
公
益
性

や
効
果
・
成
果
等
を
審
査
し
、
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
事
業
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
選
考
会
日
時

　

４
月
15
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）８
８
８
７

表：補助区分・要件

問
２

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

事
前
登
録
さ
れ
た
方
へ
、
行
政
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
気
象
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
は
？

①
下
野
メ
ー
ル　

②
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
ル
下
野　

③
下
野
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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毎年申告件数の多い医療費控除の、「医療費の明細書」の記入例をお知らせします。医療費控除を受け
る方は事前に領収書を計算しておきましょう。

「医療費の明細書」は税務課の窓口に、確定申告書及び各種書類とともに用意しています。市と国税庁
のホームページから入手することも可能です。

■注意事項
・�医療費は平成28年中に支払ったものが控除の対象になりま
す。未払いの医療費は実際に支払った年の医療費控除の対
象となります。
・�おむつ代の医療費控除を受けることが２年目以降で、介護
保険法の要介護認定を受けている人は、市町村長が交付す
る「おむつに係る費用の医療費控除証明書」を「おむつ使
用証明書」に代えることができます。
・�人間ドックなどの健康診断や特定健康診査の費用は控除の
対象になりませんが、健康診断の結果、重大な疾病が発見
された場合で、引き続き治療を受けるとき、健康診断や特
定健康診査の費用も医療費控除の対象となります。

地区ごとに受付日を設けているので、
詳しい日程を広報しもつけ１月号
13ページで確認してください。

■問い合わせ先
栃木税務署　　☎0282(22)0885
税務課　　　　☎(32)8891

平成28年分市県民税申告相談期間
２月16日（木）～３月15日（水）

（土日を除く）

A

B

C

D

E

F

G

支払った金額

控除の対象となる医療費の内訳
病院・薬局などの所在地・名称

この明細書は、申告書と
一緒に提出してください。

平成28年分　医療費の明細書
住 所

氏 名

下野市笹原26

下 野 太 郎

下野市薬師寺◯○ 薬師寺病院

下野市川中子◯○ 国分寺病院

医療を受けた人

下 野 一 郎

花 子

緑

腰痛ほか

出　産

花 粉 症

父

妻

子

続柄
治療内容・医薬品など 支払った医療費

左のうち生命保険や社会保険
などで補てんされる金額

合　　　　　　　　　　　　　　　計

所得金額の合計金額

少ない方の金額

差引金額
(　　　　　)

医療費控除額

保険金などで
補てんされる金額

×0.05

548,500

420,000

128,500

5,226,000

261,300

100,000

28,500

65,000

480,000

3,500

548,500

0

420,000

0

420,000

円

円

円

円

円

円

円

A

A

円 円

B

D

と10万円のいずれかE

B－

(　　　　　)C F－

※上の明細については、便宜の用紙に記載の上、同封して提出していただいても差し支えありません。

申告書第二表の「所得から差し引かれる金額
に関する事項」欄の医療費控除に転記します。

【控除額の計算】

下野市石橋◯○ 石橋耳鼻科

申告書第一表の「所得金額」欄の合計を転記します。
（注）次の場合には、それぞれ次の金額を加算します。
　・ 退職所得及び山林所得がある場合････その所得金額
　・ ほかに申告分離課税の所得がある場合････ その所得
 金額（特別控除前の金額）
なお、損失申告の場合には、申告書第四表（損失申告用）の

「4繰越損失を差し引く計算」欄の◯の金額を転記します。83

申告書第一表の「所得から差し引かれる金額」欄の
医療費控除に転記します。

個人ごとに明細
を記入します

所得金額の合計額が
２００万円以上の
場合は単に１０万円
を記入します

控除額を申告書第一表の
「医療費控除」の欄に転記
します

申告書第一表の「所得金額」の
合計額をここに転記します

申告書第二表の「医療費控除」
の欄に転記します

33

出産育児一時金等
が支給された場合

医療費の明細書はあらかじめご記入をお願いします

市県民税・所得税申告相談のお知らせ し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
③　

登
録
は
無
料
で
す
。
登
録
申
し
込
み
は
38
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Q
R
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



Shimotsuke
9

広報しもつけ　2017.2

問い合わせ先
市民課　☎（32）8895
栃木年金事務所
　　　　☎0282（22）4131

国民年金だより

口
座
振
替
で
の
前
納
は
事
前
の

手
続
き
が
必
要
で
す

　

口
座
振
替
で
の
平
成
29
年
度
か

ら
の
２
年
前
納
、
１
年
前
納
及
び

平
成
29
年
４
月
～
９
月
分
の
６
か

月
前
納
の
お
申
し
込
み
は
２
月
28

日
（
火
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。（
す

で
に
口
座
振
替
に
て
前
納
さ
れ
て

い
る
方
は
再
度
お
申
し
込
み
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
口

座
振
替
の
引
落
方
法
を
変
更
さ
れ

る
場
合
は
再
度
お
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。）

国
民
年
金
保
険
料
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
で
も
納
付
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
定
期
的
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替

払
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会

社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
方
に
請
求

す
る
方
法
で
す
。
た
だ
し
、
過
去

の
未
払
い
分
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

納
付
で
き
る
保
険
料
は
「
定
額

保
険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込

み
の
定
額
保
険
料
」と
な
り
ま
す
。

（
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て

い
る
場
合
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
口
座
振

替
に
よ
り
納
め
る
事
が
可
能
で

す
。

　

申
込
先
は
預
貯
金
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は

年
金
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番

号
の
記
入
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
年
金
手
帳
等
で
基
礎
年
金
番

号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
金
融
機
関
等
届
出
印
の

押
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
申
出
書
に
つ
い
て
は

各
金
融
機
関
の
窓
口
に
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
金
融
機
関
に
無
い

場
合
に
は
、
市
民
課
窓
口
に
て
受

け
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
カ
ー
ド
会
社
で
の
お
支

払
回
数
は
１
回
払
い
の
み
と
な
り

ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、「
国

民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
申
出
書
」
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

各
種
納
付
方
法
ご
と
の
割
引
額

は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
こ
の
表
は
平
成
28
年
度
の
保
険

料
額
に
よ
る
割
引
額
で
す
。

納付方法  １か月分の割引額 ６か月分の割引額 １年分の割引額 ２年分の割引額

毎
月

翌月末納付 割引なし 割引なし 割引なし 割引なし

当月末納付
※口座のみ 50円 300円 600円 1,200円

６
か
月

前
納

カード・現金 - 790円 1,580円 3,160円

口座振替 - 1,110円 2,220円 4,440円

 

１
年
前
納

カード・現金 - - 3,460円 6,920円

口座振替 - - 4,090円 8,180円

2年前納
※平成28年度は口座振替のみ - - - 15,690円

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に

よ
る
２
年
前
納
が
始
ま
り
ま
す
！

　

４
月
よ
り
、
口
座
振
替
に
加
え

て
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
も
、
割
引
額
の
大
き

な
２
年
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
現
金
（
納
付
書
）
に
よ
る
前
納

　

任
意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
前
納
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

（
最
大
で
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３

月
分
ま
で
の
２
年
分
の
前
納
が
可

能
に
な
り
ま
す
。）

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
栃
木
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前

納
　

１
月
よ
り
新
た
に
２
年
前
納
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
口
座
振
替
に
よ
る
２
年

前
納
と
同
じ
く
、
４
月
分
か
ら

翌
々
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を

４
月
末
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

※
２
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
間
に
合
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
翌
年
３
月
ま
で

毎
月
納
付
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま

す
。

■
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト

○
２
年
間
で
１
５
︐０
０
０
円
程

度
の
割
引
と
な
り
ま
す
。（
平
成

28
年
度
の
保
険
料
に
よ
る
推
計
）

○
２
年
前
納
分
の
保
険
料
全
額

が
、
そ
の
年
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
２
年
前
納
を
ご
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

平成28年度における納付方法ごとの割引額比較表

問
３

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

H
29
年
度
の
市
県
民
税
申
告
相
談
会
の
受
付
会
場
は
、
新
庁
舎　

１
階
ロ
ビ
ー
で
す
。　

○
か
×
か
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下野市・壬生町は防災情報伝達システム等による屋外拡声器でお知らせします。（随時）
上三川町はサイレンを鳴らします。（夕方６時）

火災と救急・救助は119番

期間中

住宅用火災警報器は消防法・火災予防条例により
すべての住宅に設置が義務付けられています。

住宅火災で亡くなった方の約６割が「逃げ遅れ」です。火災警報器は火災の発生をいち早く知らせ、
逃げ遅れを防ぐとともに素早い消火活動につなげて被害を小さくする効果があります。
※乾電池タイプの住宅用火災警報器は、電池の交換が必要です。電池が切れそうになると音やラン
プで知らせてくれますので、電池を交換してください。

住宅用火災警報器は
	 設置していますか？

「火を消した？」 家族で確認 火の用心
上三川町立上三川中学校　2年　棚

たな
網
あみ

 倫
りん

第３６	回石橋地区少年消防クラブ防火標語展≪春季 最優秀作品 ≫

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント
３つの習慣
■寝たばこは、絶対やめる。
■ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
■ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す。
４つの対策
■逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
■寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
■火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
■お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

石橋地区消防組合では、消防・災害情報メール配信を始めました。
登録の手順は、石橋地区消防組合ホームページに掲載されています。
お問い合わせ先　通信指令課　☎︎0285（53）1119

石 橋 地 区 消 防 組 合
http://www.119-ifd.or.jp/
下 野 市・ 壬 生 町・ 上 三 川 町

石 橋 地 区 消 防 団 連 絡 協 議 会
石 橋 地 区 危 険 物 保 安 協 会
石橋地区女性防火クラブ連絡協議会

※※※消防署からのお知らせ※※※

春の火災予防運動
3月1日～7日

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
○



Shimotsuke
11

広報しもつけ　2017.2

第 11 回　下野市寺跡　史跡まつり

問
４

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

市
長
と
い
き
い
き
ラ
ン
チ
ト
ー
ク’

は
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

①
気
が
向
い
た
と
き　

②
随
時　

③
年
に
一
度
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し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
②　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
ま
た
は
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
大
学
生
以
上

の
５
〜
10
人
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

多年にわたり本市の社会福祉の発展に貢献された方々を顕彰し、地域福祉の理解と向上を図るため
「しもつけ福祉大会」を開催します。
講演会では、ベテラン人気声優の　増岡　弘さん（「サザエさん」のマスオ役など）をお迎えしま

す！皆様のご来場をお待ちしております。

日　時

会　場

定　員

■問い合わせ先　下野市社会福祉協議会　☎（43）1236　　 （44）5807

「サザエさん」のマスオさん役や「それい
け!アンパンマン」のジャムおじさん役でお
馴染みの人気声優。感動の朗読公演、小中
学校等での読み聞かせ、東京アニメーター
学院講師などで活躍。埼玉県岩槻市生まれ

2月18日㈯

国分寺公民館　大ホール
どなたでも参加できます
先着200名　<入場無料>お気軽にご参加ください。
●会場の都合で立見席となる場合もあります。予めご了承ください。

開場・受付開始／午後１時～　式典開会／午後1時30分～

大会プログラム
第１部（午後１時30分～）
《式　典》　下野市社会福祉協議会長表彰
　　　 　  高額寄付者感謝状贈呈

第２部（午後２時10分～）
《講　演》
「サザエさん一家は幸福みつけの達人ぞろい」

講 師：増岡　弘　さん（声優）

第３部（午後３時～）
《群　読》　劇団東京ルネッサンス
　　　　　「角

つのはず

筈にて」（浅田次郎作品）

～劇団東京ルネッサンス～
声優・増岡弘を中心に、放送・演劇界で活躍する
俳優・声優が多数所属し「人の心に届く演劇」を
公演している。

※群読とは、観客の想像力によって素晴らしく豊かに変
化する「聞く演劇」です。

第11回回
しもつけ福祉大会のご案内しもつけ福祉大会のご案内
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問
５

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

下
野
市
の
自
治
会
名
「
地
久
目
喜
」
は
何
と
読
む
で
し
ょ
う
。

下
野
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
文
化
課

新・下野市風土記

新
・

下
野
市
風
土
記

二
月
は
終
わ
り
の
月
？

　

年
末
年
始
の
休
み
が
明
け
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
年
度

末
を
迎
え
、
二
月
が
も
う
少
し
長
け
れ
ば
い
い
の
に
と
思

う
こ
と
が
時
折
あ
り
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
二
月
に
三
〇
や

三
一
日
が
な
く
二
八
日
で
、
う
る
う
年
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
取
り
決
め
は
、
紀
元
前
の
古
代
ロ
ー
マ
で
使

わ
れ
て
い
た
暦
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
古
代
ロ
ー
マ

で
は
、
現
在
の
二
月
に
あ
た
る
月
は
「
二
番
目
の
月
」
で

は
な
く
、
一
年
の
終
わ
り
の
月
で
し
た
。

　

一
年
と
い
う
観
念
は
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
を
さ
ら
に
さ

か
の
ぼ
り
、
お
よ
そ
四
七
〇
〇
年
前
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
に

始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
紀
元
前
二
七
〇
〇
年
頃
に

は
、
南
東
地
平
線
に
ソ
テ
ィ
ス
＝
シ
リ
ウ
ス
（
大
犬
座
）

が
現
れ
る
と
ナ
イ
ル
川
が
氾
濫
す
る
こ
と
を
見
つ
け
ま

す
。
こ
の
氾
濫
に
よ
る
水
と
土
が
麦
を
育
て
る
た
め
の
環

境
に
適
し
た
の
で
す
。
こ
の
氾
濫
が
三
六
五
と
四
分
の
一

日
周
期
で
起
き
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
紀
元
前
八
世
紀
の
ロ
ー
マ
で
は
、
新
月
を
起
点
と
し

た
「
ロ
ム
ル
ス
暦
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
月
の

満
ち
欠
け
を
見
て
い
る
見
張
り
が
、
新
月
が
昇
る
と
「
出

た
ぞ
ー
」
と
叫
び
ま
し
た
。「Calendar

」
の
「Cal

」
は

「
叫
ぶ
＝
ラ
テ
ン
語
の
コ
ー
ル
」が
語
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
暦
は
一
〇
カ
月
し
か
な
く
、
農
作
業
を
行

わ
な
い
冬
の
期
間
は
月
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

紀
元
前
七
五
〇
年
王
位
に
つ
い
た
ロ
ー
マ
王
ヌ
マ
・
ポ

ン
ピ
リ
ウ
ス
が
制
定
し
た
「
ヌ
マ
暦
」
で
は
、
一
〇
カ
月

にlanuarius

（
ラ
ニ
ュ
ア
リ
ウ
ス
：
英
語
でJanuary

）

とFebruarius

（
フ
ェ
ブ
ラ
リ
ウ
ス
：
英
語February

）

を
追
加
し
一
二
月
と
し
、
平
均
日
数
を
太
陽
年
に
近
づ
け

る
太
陰
太
陽
暦
に
似
た
よ
う
な
暦
と
し
ま
し
た
。
こ
の
時

の
名
残
が
実
は
あ
り
ま
す
。
九
月
の
「Septem

ber

」
セ

プ
テ
ン
バ
ー
の
セ
プ
は
「
七
」
の
セ
ブ
ン
、
一
〇
月
の

「O
ctober

」
オ
ク
ト
ー
バ
ー
の
オ
ク
ト
は
、
オ
ク
ト
パ

ス
と
同
じ
「
八
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
暦
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
日
数
を
二
九
日
か

三
一
日
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
古
代
ロ
ー
マ
で
は
、
偶
数

は
不
吉
と
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
年
末
と
し
て
加
え
ら
れ
た
月
は
例
外
で
二
八
日
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
年
末
の
月
は
、
祓
い
清
め
の
月
と
さ

れ
た
た
め
偶
数
で
も
構
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ヌ
マ
暦

は
、
一
年
が
三
五
五
日
し
か
な
い
た
め
数
年
で
季
節
と
日

付
が
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
、
二
年
に
一
度
、「
う
る
う
月
」

を
入
れ
、
そ
の
調
整
の
際
に
は
「
二
の
月
」
を
二
二
日
か

二
三
日
と
し
て
そ
の
翌
日
か
ら
二
七
日
間
の
う
る
う
月
を

挿
入
す
る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
う
る
う
月
の
挿

入
が
う
ま
く
い
か
ず
混
乱
を
招
い
た
た
め
、
紀
元
前
四
五

年
に
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
（
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ

ー
）
が
、
エ
ジ
プ
ト
で
使
用
さ
れ
て
い
た
太
陽
暦
を
改
変

し
導
入
し
た
の
が
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
、
彼
は
暦
に
自
分
の
名

前
を
付
け
ま
し
た
。
こ
の
時
（lanuarius

）
を
年
の
初

め
と
しFebruarius

を
二
番
目
の
月
と
し
、
ヌ
マ
暦
で
は

二
九
日
だ
っ
た
日
数
も
三
〇
・
三
一
日
に
変
更
し
ま
し
た

が
、Februarius

は
宗
教
的
な
意
味
合
い
の
強
い
祭
礼
が

多
く
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
二
八
日

の
ま
ま
と
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

一
五
八
二
年
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
に
よ
る
春
分
の
日
の
ず
れ

を
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
無
視
で
き
な
く
な
り
、

改
暦
委
員
会
を
設
置
し
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
日
本
が
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
を
導
入
し
た
の
は
、
明
治

五
（
一
八
七
二
）
年
で
、「
太
陰
太
陽
暦
」
を
廃
し
て
太

陽
暦
を
採
用
す
る
こ
と
が
布
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
情

に
は
、
当
時
参
議
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
が
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
明
治
六
年
に
は
閏
月
が
あ
り
ま
す
が
新
暦
に
変

え
、
当
時
月
給
制
と
な
っ
た
官
吏
の
報
酬
を
一
カ
月
分
減

ら
せ
る
こ
と
か
ら
急
い
で
暦
を
変
更
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
参
考
）
国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン
タ
ー
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子
育
て
巡
回
相
談

　

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
悩
み

や
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
市
内
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
心
理

士
・
保
育
士
等
が
お
受
け
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か
ご

■
日
時

　

２
月
13
日
㈪

　

午
前
９
時
〜
11
時

※
偶
数
月
に
実
施
予
定
。

■
相
談
員

　

心
理
士
・
看
護
師
・
保
育
士

■
会
場

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
か

ご
（
あ
お
ば
保
育
園
内
）

※
注
意
事
項
：「
ゆ
り
か
ご
」
を

初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、

防
犯
対
策
の
た
め
に
入
館
者
登
録

（
名
札
代
）
３
１
０
円
が
か
か
り

ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
育
士
が

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

相　
　

談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
「
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
落
ち
た
、

体
や
頭
が
重
い
」
な
ど
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
に
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
精
神
科
医
が
対
応
す

る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
実

施
し
ま
す
。
相
談
す
る
こ
と
で
、

今
の
つ
ら
さ
が
少
し
で
も
軽
く
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

３
月
14
日
㈫

　

午
後
２
時
〜
４
時

■
場
所　

市
役
所

■
相
談
員　

精
神
科
医

■
料
金　

無
料

※
３
月
７
日
㈫
ま
で
に
ご
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
相
談
日
以
外
で
も
随
時
保
健
師

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

し
も
つ
け
ク
イ
ズ

【
正
解
は
】
ジ
ク
メ
キ

お
知
ら
せ

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の
相
談

■
日
時　

２
月
19
日
㈰

　

午
前
８
時
50
分
〜
11
時

（
受
付
時
間
前
の
番
号
札
等
の
配

布
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
）

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象

　

年
中
児
〜
小
学
２
年
生
の
市
民

の
方
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平

成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
料
金　

無
料

■
注
意

・
受
付
時
間
、
対
象
年
齢
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

・
歯
を
磨
い
て
か
ら
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

・
フ
ッ
素
塗
布
前
後
30
分
間
は
飲

食
で
き
ま
せ
ん
。

・
発
熱
、
せ
き
、
体
調
の
悪
い
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
案
内

　

フ
ッ
素
塗
布
後
に
、
歯
科
医
師

に
よ
る
歯
科
相
談
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

二
歳
児
歯
科
検
診

■
日
時　

２
月
19
日
㈰

　

午
前
８
時
50
分
〜
11
時

■
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
館

■
対
象　

市
民
の
平
成
26
年
７
月

〜
12
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
料
金　

無
料

■
持
ち
物　

母
子
手
帳
・
問
診
票

■
注
意

・
歯
を
磨
い
て
か
ら
来
所
し
て
く

だ
さ
い
。

・
二
歳
児
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
素

塗
布
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

・
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

そ
ち
ら
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

た
め
て
ま
す
か
？

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト

が
10
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た
方
は
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
健
康
増
進
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
記
念
品

を
お
送
り
し
ま
す
。

■
提
出
先

・
健
康
増
進
課
窓
口
（
郵
送
可
）

・
各
公
民
館
（
４
館
）
に
設
置
し

て
あ
る
回
収
箱

■
提
出
期
限　

３
月
31
日
㈮
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■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
運
動
可
能
な
服
装
、

タ
オ
ル
、
室
内
用
運
動
靴
、
水
分

（
水
ま
た
は
お
茶
）

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

３
月
１
日
㈬

■
申
込
方
法

　

電
話
か
ら
申
し
込
む
か
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
案
内
に

従
っ
て
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
講
座
」

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

〜
体
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
〜

　

子
育
て
・
仕
事
・
家
事
と
家
族

の
た
め
に
毎
日
忙
し
く
過
ご
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
慌
し
い
生
活
の
中
で
自
分
の
身

体
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
か
？

　

日
頃
、
頑
張
っ
て
い
る
自
分
へ

の
ご
ほ
う
び
と
し
て
、
ヘ
ル
シ
ー

お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
、
自
分
を

見
つ
め
な
お
し
て
健
康
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

３
月
８
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
15
分

（
受
付　

午
前
９
時
45
分
〜
）

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　

30
・
40
・
50
歳
代
の
女
性
で
、

健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
市
民

の
方

■
内
容

・
ア
ラ
フ
ォ
ー
世
代　

こ
れ
か
ら

ど
う
生
き
て
い
く
？

・
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
…

・
し
な
や
か
な
美
し
い
か
ら
だ
作

り
（
コ
ア
ト
レ
）

ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

健
診
結
果
に
ち
ょ
っ
と
高
め
の

項
目
が
あ
っ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
ず
は
自
分
の
体
を
知
り
、
無

理
の
な
い
運
動
と
食
生
活
の
改
善

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

３
月
17
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分
（
受
付
午
前
９
時
10
分
〜
）

■
会
場　

き
ら
ら
館
研
修
室

■
対
象
者　

市
民
で
健
診
を
受
診

し
た
74
歳
以
下
の
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上
（
肥
満
）
の

方②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

が
気
に
な
る
方

■
内
容

・
打
倒
メ
タ
ボ
！
メ
タ
ボ
に
つ
い

て
学
ぼ
う

・
自
分
の
食
生
活
、
何
が
問
題
？

・
室
内
で
で
き
る
楽
々
運
動
の
実

践・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
の
試
食

■
持
ち
物　

健
診
結
果
、
筆
記
用

具
、タ
オ
ル
、飲
み
物
、運
動
靴（
運

動
可
能
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。）

■
定
員　

約
20
名

■
費
用　

無
料

■
申
込
締
切　

３
月
10
日
㈮

教　
　

室

脂し

っ
得
納
得
教
室

（
脂
質
異
常
症
予
防
）

　

脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
た
め

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

健
診
を
受
診
し
た
市
民
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
脂
質
項
目
で
要
指
導
が
あ
る
方

②
脂
質
異
常
症
予
防
に
興
味
の
あ

る
方

■
内
容

・
脂
質
異
常
症
っ
て
ど
う
い
う
病

気
？

・
脂
質
異
常
症
を
予
防
す
る
食
生

活
っ
て
？
自
分
の
食
事
の
傾
向
を

知
ろ
う
！

・
脂
質
異
常
症
予
防
食
の
試
食
、

野
菜
レ
シ
ピ
の
紹
介

■
場
所　

き
ら
ら
館　

研
修
室

■
日
時　

２
月
22
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
15
分
〜
）

■
持
ち
物

　

筆
記
用
具
、
健
診
結
果

■
費
用　

無
料

■
定
員　

30
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
申
込
締
切　

２
月
15
日
㈬

　

２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病
予

防
月
間
で
す

　

今
年
度
の
健
康
診
査
の
結
果

は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

検
査
項
目
の
中
に
、
肥
満
の

程
度
を
示
す
体
格
指
数
と
し
て
、

「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
ボ
デ
ィ
マ
ス
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
18
・
５
未
満
が「
や

せ
」、18
・
５
〜
24
・
９
が「
標
準
」、

25
以
上
が
「
肥
満
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

下
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
特
定
健
康
診
査
結
果
で

は
、肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
25
以
上
）

該
当
者
は
県
や
国
と
比
較
し
て
、

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

肥
満
は
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
を
悪
化
さ
せ
る
こ

と
や
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な

ど
の
重
大
な
病
気
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

体
重
や
お
腹
ま
わ
り
が
気
に

な
る
方
、
ス
マ
ー
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
に
参
加
し
て
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？



Shimotsuke

広報しもつけ　2017.2
16

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
！

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

み
な
み
か
わ
ち
☎（
44
）３
０
０
２

こ
く
ぶ
ん
じ
☎（
43
）１
２
２
９

い
し
ば
し
☎（
51
）０
６
３
３

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
者
交
流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
交
流
会
と
情
報
交
換

の
場
と
し
て
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

２
月
24
日
㈮

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
会
場

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室

■
対
象
者

　

現
在
、
在
宅
や
施
設
で
認
知

症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
方
ま

た
は
、
認
知
症
の
介
護
経
験
者

■
内
容

　

情
報
交
換
他

■
参
加
費

　

昼
食
代　

5
0
0
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎（
44
）1
1
1
8

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
コ
ー
ナ
ー

　

下
野
市
商
工
会
女
性
部
20
名

が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。「
改
め
て
優
し
く
接

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
。」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み

な
み
か
わ
ち
」
が
移
転
し
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
か
わ
ち
が
、

社
会
福
祉
法
人
あ
ん
ず
へ
委
託

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
在
地

が
変
わ
り
ま
す
。

【
４
月
１
日
か
ら
の
住
所
と
電

話
番
号
】

　

仁
良
川
1
6
5
1
番
地
１

　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に

ら
が
わ
の
郷
内
）

　

☎（
48
）１
１
７
７

　団塊の世代が75歳以上になる2025年を前に、本市においても高齢化率22.9％の超
高齢社会を迎えています。病気があっても介護が必要になっても住み慣れた地域で
安心して最期まで暮らせるよう、これからの在宅医療について考えてみませんか！
　在宅医療を専門とされ、外来診療を行いながら在宅患者さんの自宅を訪ね、かか
りつけ医として患者さんや家族を身近で支えている鈴木央先生による講演会を開催
します。

■日時

■会場

■講師

３月12日㈰　午後１時30分～３時
国分寺公民館大ホール

鈴
すず

　木
き

　　央
ひろし

　先生
（東京都大田区　鈴木内科医院　院長）

～我が家で暮らし続けるために～
市民講 演会

■申し込み・問い合わせ先
基幹型地域包括支援センター

☎（44）1118

■経歴
1987年　昭和大学医学部卒業
1996年　社会保険都南総合病院内科部長
1999年　鈴木内科医院　副院長
2015年　鈴木内科医院　院長

鈴木内科医院長　鈴木壮一氏が日本に紹介し
たポスピス、ターミナル・ケアの概念を引き
継ぎプライマリ・ケア、特に在宅緩和ケアを
専門としている。

■学会役職等
日本プライマリ・ケア連合学会理事　地域包括ケア委員
会委員長、日本在宅医学会理事　倫理委員会委員長、全
国在宅療養支援診療所連絡会　副会長、大田区医師会理
事、昭和大学客員教授、東京医科歯科大学臨床教授
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環境課 32-8898

市ではごみステーションから収集した剪定枝を小山広域保健衛生組合南部清掃センターに搬入してい
ます。集められた剪定枝は破砕され、たい肥の原料や発電施設での燃料として有効活用されています。

・収集できる枝の長さは最大１m、幹の太さは最大直径10cmまでです。
・小枝は、麻ひもか紙ひもで束ねてください。（ビニールひもは資源化できないので不可）
・行政カレンダーで小枝の収集日を確認し、当日の朝８時までにお出しください。

・基準値（0.1μSv ／ h以上）を超える放射線量の剪定枝
・木の根、切り株、シュロなどの処理困難物
・釘や針金などがついているもの

　下表の植物ごみはチップ・たい肥化ができないので、燃やせるごみとして出してください。

環境トピックスメモ ごみは、収集日を行政カレンダーで確認して出しましょう。

毒性のある植物 キョウチクトウ、あせび、うるし 等

繊維質の多い植物 竹、籐などツル科の植物 等

まとめられない細かい植物ごみ 木くず、草花、刈り草、落葉 等

病害虫の付いた植物 松くい虫、赤星病、腐った樹木 等

材木等 囲い木、角材 等

ごみステーションへの出し方

収集できないもの

注意点

小枝のリサイクルにご協力お願いします

長さ：1mまで

幹の太さ
10cmまで
（直径）
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「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
」
を
募
集
し
ま
す

　
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
」
は
、
日
常
生
活
の
中
で

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実
践

し
、
仲
間
、
行
政
、
企
業
等
と

連
携
し
て
、
地
域
に
お
け
る
温

暖
化
防
止
等
の
普
及
啓
発
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
方
た

ち
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
「
栃
木
県
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

を
募
集
し
ま
す
。
皆
様
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

温
暖
化
防
止
、
環
境
学
習
等

の
推
進
や
、
市
町
・
県
等
と
連

携
し
た
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

■
活
動
例

①
自
治
会
、
子
供
会
、
P
T
A
、

小
中
学
校
な
ど
の
地
域
に
お
け

る
環
境
学
習
講
座
の
支
援
や
体

験
授
業
の
実
施
ま
た
は
補
助

②
市
町
等
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
環
境
に
係
る
出
展
ま

た
は
当
日
の
お
手
伝
い

③
県
が
推
進
す
る
学
校
で
の
環

境
学
習
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
へ
の
参
加
や
ご
近

所
や
お
友
達
、
職
場
の
方
へ
の

周
知

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
メ

ー
ル
で
応
募

■
募
集
締
切
日

　

２
月
22
日
㈬
必
着

■
選
考
方
法

　

応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
委

員
会
が
選
考

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
環
境
森
林
部

　

地
球
温
暖
化
対
策
課

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
9
7

chikyu-ondanka@
pref.

tochigi.lg.jp

使
用
済
の
小
型
家
電
を
回
収

し
て
い
ま
す

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
小

型
家
電
品
等
を
、
市
内
４
か
所

で
回
収
し
て
い
ま
す
。
使
用
済

小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
回
収
品
目

　

家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
、

次
に
あ
げ
る
よ
う
な
小
型
家
電

及
び
付
属
品
で
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
投
入
口
に
入
る
も
の

　

携
帯
電
話
・
P
H
S
端
末
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、
電
話
機
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ラ
ジ
オ
、
デ

ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
Ｈ
Ｄ
Ｄ
レ
コ
ー
ダ
、
音
楽

プ
レ
ー
ヤ
ー
、
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
・
メ
モ
リ
ー
カ

ー
ド
、
電
子
辞
書
・
電
卓
、
電

子
体
温
計
・
電
子
血
圧
計
、
ゲ

ー
ム
機
（
携
帯
型
、
据
置
型
）・

そ
の
他
の
電
気
玩
具 

、
カ
ー

ナ
ビ
・
カ
ー
ス
テ
レ
オ
、
ド
ラ

イ
ヤ
ー
・
電
気
カ
ミ
ソ
リ
・
電

動
歯
ブ
ラ
シ
、
懐
中
電
灯
、
時

計
等
、
及
び
こ
れ
ら
に
付
属
す

る
リ
モ
コ
ン
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
、

ケ
ー
ブ
ル
、
プ
ラ
グ
・
ジ
ャ
ッ

ク
、
充
電
器
等

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

　

市
役
所
東
側
入
口
内
、
石
橋

公
民
館
入
口
内
、
南
河
内
図
書

館
入
口
内
、
生
涯
学
習
情
報
セ

ン
タ
ー
入
口
内

■
注
意
事
項

・
一
般
家
庭
か
ら
出
た
も
の
に

限
り
ま
す
。
事
業
所
か
ら
出
た

小
型
家
電
は
対
象
外
で
す
。

・
家
電
４
品
目
（
テ
レ
ビ
、
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）
は
対

象
外
で
す
。

・
電
池
、
電
球
、
蛍
光
灯
な
ど

は
取
り
外
し
て
指
定
の
収
集
日

に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

・
携
帯
電
話
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
な
ど
、
個
人
情
報
が
記
録
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
デ
ー
タ
を
消
去
し

て
く
だ
さ
い
。

・
一
度
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入

し
た
も
の
は
、
取
り
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

登
録
す
る
ワ
ン
！

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ

と
が
法
律
に
よ
り
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
現
在
居
住
し
て
い
る
市
区
町

村
に
飼
い
犬
の
登
録
を
す
る
こ

と②
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

③
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼

い
犬
に
装
着
す
る
こ
と

　

鑑
札
・
注
射
済
票
に
は
番
号

が
刻
印
さ
れ
て
お
り
、
万
が
一

迷
子
に
な
っ
た
場
合
、
ど
こ
で

保
護
さ
れ
て
も
飼
い
主
に
連
絡

が
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
毎
年
４
月
に
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
登
録
済
の
飼
い
主
に

は
、
実
施
日
・
会
場
を
ハ
ガ
キ

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※
そ
の
場
で
登
録
の
手
続
き
も

行
え
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

　

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
社
会

の
構
築
と
ご
み
減
量
化
の
た
め
、

不
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
『
譲
り
ま
す
』『
譲

って
ほ
し
い
』
情
報
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
譲
り
た
い
〉

・子
ど
も
用
イ
ス・電
気
オ
ル
ガ
ン・

ペッ
ト
用
紙
お
む
つ
・
幼
児
用
補

助
便
座
・
い
す
５
脚
・
Ａ
型
ベ
ビ
ー

カ
ー・Ｉ
Ｈ
炊
飯
ジ
ャ
ー（
５
合
用
）・

和
テ
ー
ブ
ル
・
水
槽
・
佐
野
日
大

付
属
高
校
制
服
（
男
子
用
Ｍ
サ

イ
ズ
）・
お
も
ち
ゃ
（
ベ
イ
ブ
レ
ー

ド
改
造
セ
ッ
ト
＆
ス
タ
ジ
ア
ム
付

き
）

〈
譲
っ
て
ほ
し
い
〉

・
自
転
車
各
種（
24
〜
26
イ
ン

チ
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
、
折
り
畳

み
）・
子
供
用
自
転
車（
20
・
22

イ
ン
チ
、
女
児
用
18
〜
20
イ
ン

チ
）・
タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
・
祇
園
小
学
校
体
操

着
・
電
気
ス
ト
ー
ブ
・
幼
児
用

布
団
セ
ッ
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
・
子
供
用
イ
ス（
食
事
用
）・

子
供
用
ス
キ
ー
用
品
・
ピ
ア
ノ
・

扉
付
き
ベ
ビ
ー
ゲ
ー
ト
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しもつけ環境市民会議・環境課
　　　　　　　　　協働プロジェク

トしもつけ環境市民会議・環境課
　　　　　　　　　協働プロジェク

ト

【開会】午前9時30分～ （15分前開場）
【会場】市役所3階会議室

課題解決型協働とプラットホーム組織
（午前９時45分～）

新聞・メディア等でおなじみの敏腕協働コーディネーター

入場無料

基 調 講 演

（午前11時10分～午後12時15分）事例発表の部

講 師　とちぎユースサポーターズネットワーク
　　　　　　 代表理事　岩井　俊宗　氏

【主催】しもつけ環境市民会議・下野市　　　問い合わせ先　環境課 ☎ （32）8898

　　　　　

しもつけ環境フォーラム2017しもつけ環境フォーラム2017しもつけ環境フォーラム2017
2 日
19

☆プロフィール☆　岩井　俊宗（いわい　としむね）
1982 年生まれ。栃木県宇都宮市出身。2005 年宇都宮大学国際学部卒業後、ボランティ
アコーディネーターとして宇都宮市民活動サポートセンター入職。NPO・ボランティア支
援、個別 SOS に従事。2008 年より若者の成長の機会創出と持続的に取り組む人材を輩
出し若者による社会づくりの促進を目的に、とちぎユースサポーターズネットワークを設
立。2010年NPO法人化。代表理事を務める。

『ともに創る住みよいまち“しもつけ”』
・コーディネーター　宇都宮大学地域デザイン科学部　教授　中村　祐司　氏
●プロフィール
早稲田大学大学院政治学研究科博士課程、同人間科学部助手を経て、1993年4月に宇都宮大学へ
赴任。2003年4月同国際学部教授。博士(政治学）
現下野市環境審議会会長

（事例発表）
①下野市自然に親しむ会　「希少種の保護活動について」
②下野市南河内東公民館　「環境学習によるまちづくり」
③下野市農政課「地域に根ざした環境保全活動について」
※内容は変更される場合もあります。
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第
６
位　

神
戸
友
治
・
忍

道
路
ク
リ
ー
ン
作
戦
実
施

　

１
月
７
日
に
、
市
建
設
業
協

同
組
合
に
よ
っ
て
、
大
会
コ
ー

ス
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
あ

い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ミ
の
な
い
コ
ー
ス
で
気
持

ち
よ
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
５
㎞
高
校
生
以
上
49
歳
以
下

(

男
子)

　

第
１
位　

出
口
貴
之

　

第
２
位　

諏
訪
悠
斗

●
５
㎞
50
歳
以
上(

男
子)

　

第
２
位　

諏
訪
昌
幸

　

第
６
位　

清
水
光
則

●
５
㎞
高
校
生
以
上(

女
子)

　

第
１
位　

上
野
妃
織

　

第
３
位　

橋
本
悠
花

　

第
５
位　

植
田
琴
音

●
５
㎞
中
学
生
男
子

　

第
１
位　

小
島
悠
生

　

第
２
位　

伊
澤
渚

　

第
４
位　

田
中
海
也

●
５
㎞
中
学
生
女
子

　

第
２
位　

青
木
愛
佳

　

第
３
位　

小
島
櫻
子

　

第
６
位　

稲
葉
万
実
加

●
３
㎞
小
学
５・６
年
生(

男
子)

　

第
３
位　

秋
山
竜
輝

　

第
６
位　

佐
藤
昂
輝

●
３
㎞
小
学
５・６
年
生(

女
子)

　

第
１
位　

海
老
原
耶
々

　

第
６
位　

吉
田
雅

●
２
㎞
小
学
３・４
年
生(

男
子)

　

第
４
位　

森
山
樹
羅

　

第
５
位　

福
永
廉

　

第
６
位　

島
﨑
優
次

●
１
㎞
親
子
ペ
ア(

小
学
１・２

年
生
と
そ
の
父
親)

　

第
１
位　

上
野
時
男
・
拓
夢

　

第
４
位　

川
井
英
明
・
綾
太

Let’s SPORTSLet’s SPORTS

体
育
協
会

　

ス
キ
ー
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

担
当　

梁
島

　

☎（
53
）４
９
９
２

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　

体
育
協
会
で
は
、
ス
キ
ー
の
普

及
と
技
術
向
上
の
た
め
ス
キ
ー
教

室
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
５
日
㈰

　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
前
出
発
予
定

■
場
所　

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

※
中
学
生
以
下
の
方
に
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

■
参
加
料

　

大
人　
　

６
，０
０
０
円

　

小
学
生　

５
，５
０
０
円

※
参
加
料
内
訳
（
交
通
費
、
保

険
料
、
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
）

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
別
料
金

■
申
し
込
み

　

２
月
５
日
㈰
〜
22
日
㈬
ま
で

に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
窓
口
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

　

☎（
52
）１
１
２
４

※
旅
行
企
画
運
営
は
㈲
ワ
イ
ズ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
行
い
ま
す
。

第
11
回
天
平
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催

　

１
月
９
日
、
天
平
の
丘
公
園

を
会
場
と
し
て
「
第
11
回
天
平

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
１
，５
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー

が
下
野
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

■
大
会
入
賞
者
（
下
野
市
在
住

者
）

敬
称
略

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
40
歳
以
上

(

女
子)

　

第
３
位　

松
嵜
朋
子

●
10
㎞
高
校
生
以
上
39
歳
以
下

(

男
子)

　

第
１
位　

篠
原
寛
明

　

第
６
位　

石
川
大
空

●
10
㎞
50
歳
以
上
59
歳
以
下

(

男
子)

　

第
２
位　

北
野
裕
之

　

第
５
位　

佐
藤
章

●
10
㎞
60
歳
以
上(

男
子)

　

第
４
位　

千
葉
正
二

●
10
㎞
高
校
生
以
上
39
歳
以
下

(

女
子)

　

第
３
位　

柳
沼
香
織

●
10
㎞
40
歳
以
上(

女
子)

　

第
１
位　

上
田
美
代
子

　

第
２
位　

福
永
真
弓

　

第
４
位　

横
井
里
子
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12
月
４
日
に
、
茨
城
県
武
道

館
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
た
秋

季
関
東
極
真
空
手
道
選
手
権
大

会
に
お
い
て
、
極
真
会
館
栃
木

県
南
支
部
雀
宮
道
場
の
小
学
生

が
活
躍
し
ま
し
た
。

○
小
学
６
年
生
男
子
＋40
㎏
級

準
優
勝　

中
野
佑
月
（
古
山
小

６
年
）

○
小
学
５
年
生
女
子
-35
㎏
級

優
勝　

内
藤
麻
琴
（
古
山
小
５

年
）

　

中
野
さ
ん
は
夏
の
関
東
大
会

で
は
ベ
ス
ト
８
、
内
藤
さ
ん
は

準
優
勝
で
あ
り
、
二
人
と
も
前

回
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
に
行
わ
れ
た
全
国
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
栃
木
県

予
選
会
で
、
坂
・
近
藤
ペ
ア
が

３
位
入
賞
し
、
12
月
に
行
わ
れ

た
栃
木
県
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス

大
会
で
は
木
島
凛
翔
さ
ん
が
準

優
勝
し
ま
し
た
。
竹
の
子
ク
ラ

ブ
の
３
名
が
千
葉
県
白
子
町
で

開
催
さ
れ
る
全
国
小
学
生
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

県
予
選
大
会
結
果

○
５
年
以
下
男
子
の
部
（
ダ
ブ

ル
ス
）

第
３
位　

坂
涼
太
朗
（
薬
師
寺

小
５
年
）・
近
藤
俊
圭
（
薬
師

寺
小
５
年
）

○
６
年
男
子
の
部
（
シ
ン
グ
ル

ス
）

準
優
勝　

木
島
凛
翔
（
薬
師
寺

小
６
年
）

大
会
結
果
報
告

全
国
大
会
優
勝

　

11
月
26
日
か
ら
27
日
に
、
駒

沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運

動
場
体
育
館
に
お
い
て
行
わ
れ

た
、
東
京
都
都
知
事
杯
第
７
回

全
国
中
学
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
選

手
権
大
会
に
お
い
て
、
下
野
サ

ン
ダ
ー
キ
ッ
ズ
レ
ス
リ
ン
グ
よ

り
４
名
の
中
学
生
が
出
場
し
、

高
山
凛
子
さ
ん（
石
橋
中
３
年
）

が
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

■
小
学
生
の
部　

６
チ
ー
ム

優　

勝　

緑
小
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ

準
優
勝　

吉
田
西
ク
ラ
ブ

第
三
位　

石
橋
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上

　
　
　
　

ク
ラ
ブ

■
オ
ー
プ
ン
の
部　

６
チ
ー
ム

優　

勝　

Ｇ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｕ

準
優
勝　

リ
フ
レ
愛
走
会
Ａ

第
三
位　

リ
フ
レ
愛
走
会
Ｂ

★
特
別
賞

「
市
民
の
模
範
と
な
っ
た
で
賞
」

　

下
野
市
役
所
マ
ラ
ソ
ン
部

「
冬
の
間
に
走
り
込
み
ま
賞
」

　

石
橋
中
野
球
部
Ａ

「
も
っ
と
記
録
が
伸
ば
せ
る
で

賞
」

　

薬
師
寺
ス
ポ
ー
ツ

「
こ
れ
で
お
い
し
く
お
酒
が
飲

め
る
で
賞
」

　

ま
ん
ま
て
い

「
当
日
賞
（
総
合
11
位
）」

　

南
河
内
中
野
球
部

　

12
月
11
日
に
「
第
11
回
南
河

内
地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
27
チ
ー
ム
総
勢

１
８
９
名
の
選
手
達
が
、
１
本

の
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、

力
強
い
走
り
で
私
達
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
一
般
の
部　

７
チ
ー
ム

優　

勝　

チ
ー
ム
Ｙ
Ｄ
Ｋ

準
優
勝　

石
橋
高
校
野
球
部
Ａ

第
三
位　

石
橋
高
校
野
球
部
Ｂ

■
中
学
生
の
部　

８
チ
ー
ム

優　

勝　

国
分
寺
中
Ａ

準
優
勝　

南
河
内
第
二
中
Ａ

第
三
位　

南
河
内
第
二
中
Ｂ

関
東
大
会
で
活
躍

全
国
大
会
に
出
場
決
定
！

第
11
回
下
野
市
南
河
内

地
区
一
周
駅
伝
競
走
大
会

（
通
算
35
回
）
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■
受
賞
さ
れ
た
団
員（
敬
称
略
）

▼
早
川
大
地
（
南
河
内
サ
ッ

カ
ー
）

▼
泉
神
叶
（
Ｊ
Ｂ
Ｃ
男
子
）

▼
髙
橋
椿
（
南
河
内
空
手
）

▼
細
野
花
（
石
橋
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
）

▼
髙
𣘺
美
紗
貴
（
古
山
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

▼
髙
山
珠
李
（
石
橋
シ
ュ
ー

タ
ー
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
）

▼
秋
山
和
輝
（
石
橋
Jr
陸
上

ク
ラ
ブ
）

▼
福
田
一
華
（
石
橋
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

▼
田
野
井
飛
羽
（
Ｊ
Ｈ
Ｃ
い
し

ば
し
）

▼
一
色
利
穂
（
国
分
寺
イ
ー
グ

ル
ス
）

▼
野
澤
美
祐
希
（
国
分
寺
柔
道

会
）

▼
松
本
空
奈
（
国
分
寺
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

▼
光
宗
亜
季
人
（
ア
イ
セ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

▼
本
橋
実
大
（
下
野
サ
ン
ダ
ー

キ
ッ
ズ
レ
ス
リ
ン
グ
）

▼
首
藤
悠
華
（
祇
園
空
手
）

▼
戸
邉
友
里
奈
（
石
橋
ジ
ェ
ム

ス
ト
ー
ン
ズ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

活
動
報
告

●
各
種
表
彰
受
賞
！

　

12
月
10
日
に
、
日
産
自
動
車

栃
木
工
場
ゲ
ス
ト
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
研
究
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
、
私
た
ち
下
野
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
は
、
多
く

の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
栃
木

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者

表
彰
、
関
東
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
表
彰
、
全
国
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
優
良
団
体
表
彰
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
表
彰
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
賞

し
た
委
員
か
ら
の
一
言
を
紹
介

し
ま
す
。

　
「
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
下
野
市
の
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
役

立
て
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」（
県
功
労

者
・
平
井
）

　
「
多
く
の
方
の
支
え
に
よ
り

こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。」（
県
功
労

者
・
水
橋
）

　
「
こ
れ
か
ら
も
自
分
な
り
に
精

一
杯
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」（
県
功
労
者
・
前
原
）

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
以

上
に
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。」（
関

東
表
彰
・
野
口
）

●
新
た
な
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
に
、「
下
野
市
」

と
な
っ
て
か
ら
の
10
年
間
の
歩

み
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
推
進
委
員
は
次

の
10
年
に
向
け
て
歩
き
出
し
て

い
ま
す
。
そ
の
象
徴
的
な
取
り

組
み
が
、
２
月
12
日
に
行
わ
れ

る
「
カ
ン
ピ
く
ん
カ
ッ
プ
市
内

小
学
校
交
流
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
で
す
。
本
大
会

は
対
象
を
市
内
の
小
学
生
に
限

定
し
、
学
校
間
の
交
流
を
目
的

と
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

キ
ン
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
市
に
根
差
し
た
ス
ポ
ー
ツ

に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

●
下
野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
１
か

月
後
、
３
月
12
日
に
は
、「
下

野
オ
ー
プ
ン
キ
ン
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
大
会
２
０
１
７
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に

は
、
全
国
か
ら
チ
ー
ム
が
集
ま

り
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
推

進
委
員
も
、
選
手
た
ち
が
気
持

ち
よ
く
試
合
に
集
中
で
き
る
よ

う
、
レ
フ
リ
ー
か
ら
裏
方
ま
で

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
キ
ン

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
が
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
会
場
で
あ
る
石

橋
体
育
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
祭
典
、シ

ッ
プ
ス
交
流
大
会
を
開
催
！

　

12
月
４
日
に
大
松
山
運
動
公

園
に
お
い
て
、「
下
野
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
シ
ッ
プ
ス
交
流
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
19

単
位
団
、
約
５
０
０
名
の
団
員

と
関
係
者
が
参
加
し
、
競
技
の

枠
を
超
え
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

ま
た
、
開
会
式
の
際
に
は
、

模
範
と
な
る
団
員
へ
送
ら
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
優
良
団
員
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「
ひ
と
・
ま
ち
づ
く
り
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
す

　

当
市
で
は
、
市
民
と
行
政
が
一

緒
に
ま
ち
の
未
来
を
創
造
し
て
い

く
「
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
講
演
会
は
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を

応
援
す
る
た
め
に
平
成
25
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
現
代
社
会
の
課
題

を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
の
か
を
事
例
を
交
え
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

す
で
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
が
あ
る
方
も
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。

■
演
題

（
仮
）「
高
齢
化
社
会
の
地
域
づ
く

り
と
市
民
の
力
」

■
日
時
・
場
所

　

３
月
４
日
㈯

　

午
10
時
〜
正
午
ま
で

　

国
分
寺
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
定
員　

１
５
０
名（
入
場
無
料
）

■
講
師

　

宇
都
宮
大
学

　

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科　

講
師

　

呉お　

世せ

雄う
ん　

氏

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
８
０
年
、
韓
国
生
ま
れ
。
法

政
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了

（
人
間
福
祉
学
博
士
）。
法
政
大

学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
教

育
機
構
研
究
員
、
日
本
地
域
福
祉

研
究
所
事
務
局
員
、
常
磐
大
学
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
助
教
を
経

て
、
２
０
１
６
年
10
月
よ
り
宇
都

宮
大
学
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
専

任
講
師
と
し
て
赴
任
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
文
化
課

　

☎（
32
）８
９
１
９

　

（
32
）８
６
１
０

講
座
「
市
民
力
で
支
え
る
超

高
齢
社
会
と
は
」
を
開
催
し

ま
し
た

　

こ
の
講
座
は
、
生
涯
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
市
民
活
動

団
体
・
個
人
を
対
象
に
、
地
域
活

動
の
絆
を
深
め
る
こ
と
及
び
、
今

後
の
活
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第

１
部
で
は
下
野
市
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
４
名
を
講
師
に
招

き
、
自
治
会
の
高
齢
者
割
合
、
老

人
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ
ン
の
有
無
、
独

居
高
齢
者
世
帯
数
等
の
現
状
つ
い

て
、
地
図
を
用
い
た
詳
し
い
説
明

が
さ
れ
ま
し
た
。
第
２
部
で
は
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
提
案
と
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
講
座
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
課

題
を
知
り
「
市
民
力
」
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
今
こ
そ
学
ば
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
２
弾
企
画
と
し
て
、

介
護
福
祉
関
連
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
著
名
な
永
島
徹
氏
を
講

師
に
招
き
、
講
座
と
意
見
交
換
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
座
と
意
見
交
換
会
ご
案
内

「
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
い
ま
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

■
日
時

　

２
月
14
日
㈫　

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー　

■
受
付
締
切

　

２
月
10
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
相
談
窓
口

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

○
３
月
６
日
㈪

　

午
後
１
時
〜
２
時

■
相
談
受
付

　

下
野
Ｐ
Ｃ
愛
好
会
（
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
団
体
）

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）０
９
１
１

下
野
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
設
立
10
周
年
記
念

「
第
9
回
子
ど
も
な
ん
で
も

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
　

12
月
17
日
、
市
内
の
小
学
生

（
15
組
71
名
）
が
、
ピ
ア
ノ
や
歌
、

ダ
ン
ス
な
ど
、
好
き
な
事
・
や
り

た
い
事
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
ま
し

た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
発
表
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
こ
と

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

主
催
：
第
９
回
子
ど
も
な
ん
で

も
発
表
会
実
行
委
員
会

（
構
成
団
体　

下
野
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
・
下
野
市
子
ど
も
会

育
成
会
連
絡
協
議
会
）

市生活支援コーディネーター
による講座の様子
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利用案内
■2月の図書館カレンダー
 ■南河内図書館 ☎48-2395
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

 ■石橋図書館 ☎52-1136
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

 ■国分寺図書館 ☎44-3399
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

■開館時間
　午前９時～午後７時
■図書館ホームページ
　（蔵書検索・予約システム）
　http://www.library.
 shimotsuke.tochigi.jp/
　携帯電話からのご利用
　https://www.e-tosho.
 com/shimotsuke/mb/

ＱＲコード

　　　南河内図書館　　　
■読書会
２月11日㈯　午前10時～
テキスト／外山 滋比古 著「思考の整理学」
■赤ちゃんといっしょ～ママの笑顔が一番～
２月16日㈭　午前10時30分～
講師：大垣 玉枝先生（元こばと園園長）
対象：０歳児（生後２か月～）と保護者
定員：15組（※要申し込み）／参加無料
■紙しばいと読み語り＆パネルシアター
「ひなまつりスペシャル 」
２月25日㈯ 　午後２時～
絵本「ひなまつりのちらしずし」
絵本「ずっといっしょ」
紙芝居「おひなさまがうまれたよ」ほか
■郷土の歴史講座「下野薬師寺縁起」
２月26日㈰　午前10時～ 11時30分
講師：谷萩 昌道 先生（安国寺住職）
定員：40人（一般） ※要申し込み
■リサイクル市・第２弾（一般書中心）
３月４日㈯・５日㈰ 午前９時～午後５時
場所：２階視聴覚室

　　　石橋図書館　　　
■おはなし会
２月４日㈯・18日㈯　午前10時30分～
■読書会
２月８日㈬　午前10時～
テキスト／横山 秀夫 著「クライマーズ・ハイ」
■工作会「カラフルくるみボタン」
２月12日㈰　午後２時～
定員：先着10名
■スタッフによる本の修理講習会
①２月16日㈭　午前10時～ 11時
②２月18日㈯　午後２時～３時
定員：各回10名　※申し込み受付中
内容：初心者向け本の修理体験
※当日は修理したい本をご持参ください
■ちいさなおはなし会
２月20日㈪　午前10時30分～
■新聞コラム書き写しの会
２月27日㈪　午前10時～ 11時30分

　　　国分寺図書館　　　
■新聞コラム書き写しの会（第１・３金曜）
２月３日㈮・17日㈮　午前９時～

持ち物：筆記用具　　※見学可
■読み聞かせボランティア養成講座
２月４日・18日・25日㈯（全３回）
午後２時～３時30分
講師：小林 直子 さん
定員：20名（高校生以上） ※要申し込み
■ぬいぐるみのおとまり会
２月11日㈯　午前11時集合
２月12日㈰　午前11時以降お迎え
定員：15名（小学生以下） ※要申し込み
■お話ポケットの会のおはなし会
２月11日㈯　午後２時～
絵本「ふたごのしろくま」ほか
■読書会
２月18日㈯　午前10時～
テキスト／湊 かなえ 著「告白」
■図書館探検
２月18日㈯　午前11時～
定員：20名（小学生以下） ※要申し込み
■ひなまつり会
２月25日㈯　午前11時～正午
内容：おはなし会とひなまつり工作会
定員：20名 ※要申し込み

図書館購入図書のご案内（一部）
＜一般書＞
「茶の湯」の密室（石・国） …愛川 晶　
落語とミステリーどちらの“通”もうな
らせる、神田紅梅亭寄席物帳シリーズ
の第5弾。前4作も所蔵あり。

土の記（上･下）（石・国） …高村 薫　
なんでわざわざ中年体育（南） …角田 光代
持ちよりゴハン（南） …ダンノ マリコ
あひる（南・石・国） …今村 夏子
ビジネスエリートの新論語（石）
 …司馬 遼太郎
＜児童書＞
パンダともだちたいそう（石・国）
 …いりやま さとし
モンスターホテルでそっくりさん（石・国）
 …柏葉 幸子
とりかえっことりかえっこ（南）
 …ふくだ じゅんこ
仰げば尊し（南） …舟崎 泉美
かめんやさん（石） …まきうち れいみ
ふたりのカミサウルス（石） …平田 昌広
※掲載の本は所蔵館に限らず、市内3図書
館どこでも貸出（貸出中は予約）が可能です

図書館講座や催し物については、図書館
ホームページでもご案内しています。
くわしくは各図書館におたずねください。

図書館インフォメーションLibrary Inform
ation



Shimotsuke

広報しもつけ　2017.2
25

図書館であなたの人生の一冊に出会おう

読書人
今月のテーマ

NHK大河ドラマ
「おんな城主　直虎」

今年の大河ドラマの主人公は井伊直
虎。井伊家のひとり娘として生まれ
ながら、男名の直虎と名乗り、乱世
に立ち向かい戦国を生き抜く、激動
の生涯を描いています。
図書館でも関連本を取り揃えて
いますので、ドラマと合わせて
ぜひ読んでみてください。

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】
所蔵館以外でも予約をしていただければ貸出しが可能です。詳しくは図書館にお尋ねください。

南河内図書館 ☎（48）2395 ／石橋図書館 ☎（52）1136 ／国分寺図書館 ☎（44）3399

◇紹介文の最後に、所蔵している図書館を表示してあります。【（南）＝南河内　（石）＝石橋　（国）＝国分寺】

おんな城主直虎

森下 佳子 作
豊田 美加 ノベライズ

NHK出版

時は戦国。遠江（静岡県西部）・井伊家は親族の男たち
が皆死んでしまい、御家断絶の危機にあった。井伊家を
救うため、当主のひとり娘・おとわ（のちの直虎）が立
ち上がった。ＮＨＫ大河ドラマの放送台本をもとにした
小説。（国）

読書人

おんな城主
井伊直虎の生涯

　
洋泉社

城主になった女
井伊直虎

梓澤 要 著
NHK出版

井伊直虎
その生涯

不破 俊輔 著
明日香出版社

剣と紅

高殿　円 著

文藝春秋

るるぶ
浜松浜名湖三河

JTB パブリッシング

戦国の姫城主
井伊直虎

越水 利江子 著
株式会社
KADOKAWA

井伊直虎の波瀾の人生と謎の生涯に迫
る。ＮＨＫ大河ドラマ「おんな城主 
直虎」の見どころ、キャスト、人物相
関図などを紹介。事典「直虎をめぐる
人物群像」も収録。（国）

城を守りながら、後の「徳川四天王」
となった井伊直政を育て上げた女城
主、井伊直虎の生涯を詳しく紹介。史
跡ガイド・年表も収録されている。（石）

井伊直虎と直政の一生を、周辺人物な
どを含め知ることができる一冊。小説
のように読みやすく、歴史も知ること
ができる。井伊家ゆかりの地の写真入
り。（南）

『紅はいらぬ。剣を持て。』 今川義元公
の庇護の下、繁栄を極めた駿府よりあ
りとあらゆる贅沢品を用意した縁談相
手を前に、彼女は一言こう言い放った。
（南・国）

井伊直虎ゆかりの地、浜松、浜名湖周
辺の情報を掲載。史跡と自然が楽しめ
る観光スポット、見どころ、グルメな
どを紹介する。（国）

戦国時代。井伊家を継ぐことになった
姫が名を「直虎」と替え、城を守る話。
児童書なので読みやすい。ぜひ、親子
で読んでほしい。（石）
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下野市　上三川町　壬生町　第3回　連携婚活バスツアー

実　施　時　間

■問い合わせ先　総合政策課　☎︎（32）８８８６
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「しもサタチャンネル」で検索♪
ユーチューブ内の検索で探すと一番上に出てきますよ！

↑（こちらのQRコードからもアクセスできます）

https://www.youtube.com/channel/UCeynh4gWTs9hns4FV8rW6gw
しもサタチャンネルのチャンネル登録をお願いします♪

ホームページ絶賛公開中

「しもサタどっとこむ」
http://www.shimosata.com

しもサタで検索してね!!

コーナー
紹介

コーナー
紹介

コーナー
紹介

コーナー
紹介

コーナー
紹介

コーナー
紹介

おそようございます！しもサタリポーター２号のみさみさです。
取材ウラ話！と題しまして、今までしもサタ取材であったことな
どをしもサタメンバーがご紹介します。
しもサタチャンネルが始まったのが昨年の４月。思えば新庁舎
探検や天平の花まつり等、最初から食べ物で攻め続け、年末には
大盛りカレーをペロリ！素晴らしい食べ伝説を残してきた私…。
そして、今や立派な「食べキャラ要員」となったわけでございま
すが、実は食べキャラ嫌なんです。見た目も、食べ方も、立派な
食べキャラそのものなんですが…実は、そんなに食べないんです
よ？本当ですよ～ (笑 )
でも、動画を見た方から「美味しそうに食べていて食べたくな
る！」と言ってもらえるので、頑張っちゃいます！美味しいもの
は人を幸せにしてくれます！下野市には美味しいものが沢山あり
ますから、ぜひオススメを教えてくださいね！って…あれ？私っ
てやっぱり食べキャラ…！？

おそようございます！しもサタリポーター２号のみさみさです。
取材ウラ話！と題しまして、今までしもサタ取材であったことな
どをしもサタメンバーがご紹介します。
しもサタチャンネルが始まったのが昨年の４月。思えば新庁舎
探検や天平の花まつり等、最初から食べ物で攻め続け、年末には
大盛りカレーをペロリ！素晴らしい食べ伝説を残してきた私…。
そして、今や立派な「食べキャラ要員」となったわけでございま
すが、実は食べキャラ嫌なんです。見た目も、食べ方も、立派な
食べキャラそのものなんですが…実は、そんなに食べないんです
よ？本当ですよ～ (笑 )
でも、動画を見た方から「美味しそうに食べていて食べたくな
る！」と言ってもらえるので、頑張っちゃいます！美味しいもの
は人を幸せにしてくれます！下野市には美味しいものが沢山あり
ますから、ぜひオススメを教えてくださいね！って…あれ？私っ
てやっぱり食べキャラ…！？

取材ウラ話！取材ウラ話！

しもつけポタリング
ポタリング（pottering）は、自転車またはバイク
であちこちを気楽にぶらつくことで、「のんびりす
る」事や「ぶらつく」事を言います。市内５か所に
あるレンタサイクルステーションから出発をして市
内をのんびり散策するコーナー。車だと見過ごして
しまうおもしろい物を発見できたり、街の人達の優
しさに触れられたり、気の向くまま心地よい風を肌
に感じながら下野市内を爽快に走り抜けます。
　＊レンタサイクルは 1日 300 円で借りられます

■問い合わせ先　総合政策課　☎︎ （32）８８８６
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今
月
誕
生
日
！
…
誕
生
月
の
広
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
に
お
子
さ
ん（
小
学
生
ま
で
）の
写
真
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。メ
ー
ル
ま
た
は
窓
口（
総
合
政
策
課
☎
（32）
８
８
８
６
）で
掲
載
月
の
前
々
月
末
日（
例
12
月
号
希
望
の
場
合
は
10
月
31
日
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
し
込
み
の
場
合
は
、①
申
込
者（
保
護
者
）の
氏
名・住
所・電
話
番
号
②
誕
生
月
③
写
真
の
児
童
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム（
記
載
が
な
い
場
合
は
無
記
名
で
掲
載
し
ま
す
）お
よ
び
写
真
デ
ー
タ（
４
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以
上
が
望
ま
し
い
）をinfo@

city.shim
otsuke.lg.jp

ま
で
送
信
く
だ

さ
い
。申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。提
出
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。掲
載
可
否
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。版
権
は
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。広
報
し
も
つ
け
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

月 火 水 木 金 土 日
2/1 2 3 4 5
税務相談
（1.47）

国分寺公民館まつり
（1.18）

6 7 8 9 10 11 12
パソコン相談
窓口（1.17）

市民人権講座
（1.17）

みそ汁塩分測
定会（1.22）
司法書士相談
会（2.35）

介護教室
（1.25）

防災訓練（1.20）
南河内公民館まつり
（1.18）
市民活動補助報告会
（2.7）

クラブ対抗テニス大会
（1.30）

13 14 15 16 17 18 19
市民人権講座
（1.17）
子育て巡回相
談（2.14）

生活支援講座
（2.23）

健康ウォーキ
ング教室
（1.23）
市民講座
（1.25）
育児相談
（12.16）

福祉大会（2.12）
議会意見交換会（2.35）

石橋公民館まつり
（1.18）

環境フォーラム（2.19）
フッ素塗布（2.14）
クラブ対抗テニス大会
（1.30）

日本語スピーチ発表会
（2.40）

20 21 22 23 24 25 26
市民人権講座
（1.17）

脂っ得納得教
室（2.15）

健康ウォーキ
ング教室
（1.23）
行政書士相談
会（2.35）

認知症介護者
交流会（2.16）

南河内東公民館まつり
（1.18）

27 28 3/1 2 3 4 5
ひと・まちづくり講演会
（2.23）

史跡まつり（2.11）

6 7 8 9 10 11 12
パソコン相談
窓口（2.23）

ヘルシーライ
フスタイル講
座（2.15）

がん患者と家
族のサロン
（2.35）
「理解促進啓発
事業」による講
演会（2.35）

ママパパ
Englishサロン
（2.40）

婚活バスツアー（2.26）
あんぎん編み体験
（1.43）

在宅医療講演会（2.16）
キンボールスポーツ大
会（1.30）

13 14 15 16 17 18 19
こころの健康
相談（2.14）

育児相談
（12.16）

スマートチャ
レンジ教室
（2.15）

と
く
に
お
す
す
め
！

誕生日のみんな！
おめでとう

一目でわかる
見逃せないイベントカレンダー
カッコの数字は広報掲載された月とページです。
詳しくは記事をご覧ください。

今月誕生日の児童を掲載しています。掲載されている日付けと写真児童の誕生日は関係ありません。

地域福祉計画パブリックコメント…P29

就学援助費受給申請…P30

特殊詐欺撃退器を貸し出します…P31

子どもの写真募集…P32

必ずチェック！最低賃金…P34

ことヤン

そらくん
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くらしの情報

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

お
知
ら
せ

ご
寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
伊
沢
一
郎
様
か
ら
金
1
0
0
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
付
金
は
国
際
交
流
事
業
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
山
崎
敏
郎
様
か
ら
、
金
５
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
宇
津
木
徳
規
様
か
ら
、
金
５
万

円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の

ご
紹
介（
再
任
）

　

１
月
１
日
付
で
布
袋
田
正
孝
氏
、

中
川
賢
一
氏
、
津
野
田
久
江
氏
、

永
山
登
志
子
氏
の
４
名
が
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
氏
は
平
成

10
年
、
布
袋
田
氏
、
津
野
田
氏
、

永
山
氏
は
平
成
20
年
か
ら
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
人
権
擁
護
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後

も
活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関

す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
相

談
所
で
定
期
的
に
相
談
を
お
受
け

す
る
ほ
か
、
電
話
等
で
も
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
困
り
ご

と
が
あ
る
際
に
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
全
国
共
通
人
権
相
談

　

☎
0
5
7
0（
0
0
3
）1
1
0

　
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く

と
お
ば
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
推
進
課

　

☎（
32
）8
8
8
7

民
生
委
員
・
児
童
委
員

委
嘱
状
交
付
・
感
謝
状

贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た

　

平
成
28
年
12
月
１
日
付
け
で
全

国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一

斉
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
３

階
会
議
室
で
委
嘱
状
の
交
付
式
が

行
わ
れ
、
広
瀬
市
長
か
ら
就
任
さ

れ
る
皆
さ
ん
に
対
し
、
地
域
福
祉

向
上
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

退
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
ご
活
躍
に
対
し
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
32
）8
8
9
9

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

様
々
な
地
域
福
祉
の
課
題
を
解
決

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心

し
た
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
、
第
２
期
下
野
市

地
域
福
祉
計
画
及
び
活
動
計
画
を

一
体
と
な
っ
て
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第

２
期
下
野
市
地
域
福
祉
計
画
及
び

活
動
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
の

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

■
公
表
す
る
資
料

　

第
２
期
下
野
市
地
域
福
祉
計
画

及
び
活
動
計
画（
案
）

■
資
料
の
閲
覧
場
所

　

市
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の
場
所
で

文
書
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。

①
社
会
福
祉
課

②
市
民
課
石
橋
窓
口

　
（
石
橋
公
民
館
）

③
市
民
課
南
河
内
窓
口

　
（
南
河
内
図
書
館
２
階
）

④
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口

　
（
ゆ
う
ゆ
う
館
）

※
閲
覧
時
間
は
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

■
意
見
の
募
集
期
間

　

２
月
15
日
㈬
～
３
月
７
日
㈫

　

午
後
５
時
15
分
ま
で（
必
着
）

■
意
見
の
提
出
方
法

　

指
定
の「
意
見
等
記
入
用
紙
」に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

①
郵
送

②
F
A
X

③
電
子
メ
ー
ル

④
直
接
持
参

　

な
お
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
際
に
は
氏
名
、
住
所
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。

※
氏
名
・
住
所
の
明
記
が
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

☎（
32
）8
8
9
9

　

（
32
）8
6
0
1

　

syakaifukushi@
city.

shim
otsuke.lg.jp

　

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
43
）1
2
3
6

　

（
44
）5
8
0
7

　

info@
shim

otsuke-
syakyo.or.jp

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

第
２
期
下
野
市
地
域
福

祉
計
画
及
び
活
動
計
画

（
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

伊沢一郎様ご夫妻
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就
　
　
職

相
　
　
談

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的

な
理
由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
て
学
用
品
費
の
一
部
や
給
食
費

な
ど
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
生
活
保
護

法
に
基
づ
く
扶
助
を
受
け
て
い
る

方
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
程
度

に
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
方
で
す
。

　

認
定
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

　

制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
学
校
教
育
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
制
度
の
詳
し
い
説
明

と
、
申
請
書
、
返
信
用
封
筒
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
認
定
を
受
け
て
い

る
方
で
、
引
き
続
き
援
助
を
希
望

す
る
方
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要

で
す
。

　

申
請
方
法
は
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
地
区
の
民
生
委

員
に
返
信
用
封
筒
と
と
も
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
民
生
委
員
が
記

入
捺
印
後
、
教
育
委
員
会
へ
郵
送

し
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
受
け
付

け
し
、
認
定
判
定
を
し
ま
す
。

　

援
助
費
は
７
月
、
12
月
、
２
月

に
分
け
て
、
学
校
を
通
じ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
☎（
32
）8
9
1
8

下
野
市
森
林
整
備
計
画

（
案
）の
縦
覧
に
つ
い
て

　

渡
良
瀬
川
地
域
森
林
計
画
の
樹

立
、
森
林
法
の
改
正
に
伴
い
、
下

野
市
森
林
整
備
計
画
を
樹
立
す
る

た
め
、
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
案
に
対
し
て
ご
意
見

等
あ
り
ま
し
た
ら
、
縦
覧
期
間
が

満
了
す
る
日
ま
で
に
、意
見
書（
様

式
は
任
意
）を
農
政
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間

　

２
月
１
日
㈬
～
３
月
２
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分

　

～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課

　

☎（
32
）8
9
0
6

　

（
32
）8
6
1
1

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
基
づ
く
縦
覧
に
つ
い
て

　

県
に
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

に
よ
る
変
更
の
届
出
が
、
次
の
と

お
り
あ
り
ま
し
た
。
店
舗
所
在
地

で
あ
る
本
市
に
お
い
て
、
届
出
の

内
容
を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、

意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内

に
県
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
た
い
ら
や
自
治
医
大
店

　
（
緑
四
丁
目
26
番
３
外
）

・
変
更
内
容　

　

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る

者
の
名
称

・
縦
覧
期
間

　

４
月
５
日
㈬
ま
で

②
ワ
ン
ダ
ー
グ
ー
下
野
店

　
（
下
古
山
2
8
8
8
番
地
４
外
）

・
変
更
内
容

　

駐
車
場
の
自
動
車
出
入
口
の
位

置
、
荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置

・
縦
覧
期
間

　

４
月
26
日
㈬
ま
で

■
縦
覧
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課

　

☎（
32
）8
9
0
7

農
業
用
軽
油
引
取
税
免

税
証
の
交
付
申
請
の

追
加
受
付
に
つ
い
て

　

１
月
に
農
業
用
免
税
軽
油
の
申

請
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間

中
に
何
ら
か
の
事
情
で
交
付
申
請

が
で
き
な
か
っ
た
方
に
対
し
て
、

今
回
臨
時
に
追
加
受
付
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
申
請
日
時
等

は
以
下
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　

３
月
６
日
㈪
、
７
日
㈫

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
所

　

県
庁
下
都
賀
庁
舎　

　

第
２
福
利
厚
生
棟
２
階
会
議
室

■
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

（
１
）免
税
軽
油
使
用
者
証

（
２
）印
鑑

（
３
）免
税
軽
油
の
引
取
り
に
係
る

報
告
書（
納
品
書
ま
た
は
領
収
書

を
添
付
、
写
し
で
も
可
）

（
４
）手
数
料
4
2
0
円

（
５
）耕
作
証
明
書（
新
規
申
請
及

び
耕
作
面
積
が
増
え
た
場
合
）

※
更
新
の
み
の
場
合
、
耕
作
証
明

は
不
要
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

①
新
規
申
請
及
び
交
付
数
量
の
見

直
し
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
後
日

の
交
付
に
な
り
ま
す
。

②
新
規
申
請
及
び
登
録
機
械
の
入

れ
替
え
が
あ
る
方
は
、機
械
の「
メ

ー
カ
ー
名
」「
型
式
」「
馬
力
」
を

メ
モ
等
に
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

③
国
税
及
び
地
方
税
の
滞
納
処
分

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分
解
除

の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
け
れ

ば
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
朝
一
番
、
午
後
一
番
の
時
間
帯

は
混
雑
し
ま
す
。
遅
い
時
間
帯
が

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※
更
新
手
数
料
4
2
0
円
は
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

軽
油
引
取
税
調
査
担
当　

　

☎
0
2
8
2（
23
）6
8
8
2

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎（
32
）8
9
1
5

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

募
　
　
集

新
年
度
に
む
け
た
就

学
援
助
費
受
給
申
請

の
受
付
を
開
始
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集

　

振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と
す

る
特
殊
詐
欺
の
被
害
が
市
内
で
発

生
し
て
お
り
、
市
民
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
特
殊

詐
欺
に
対
す
る
取
り
組
み
強
化
を

図
る
た
め
、
電
話
機
に
取
り
付
け

る
こ
と
で
被
害
の
未
然
防
止
に
有

効
な
特
殊
詐
欺
撃
退
機
器
を
貸
し

出
し
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
撃
退
機
器
と
は
、
電

話
機
に
取
り
付
け
、
発
信
者（
犯

人
）に
警
告
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
、

会
話
を
自
動
録
音
す
る
も
の
で
、

特
殊
詐
欺
に
対
し
て
抑
止
効
果
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て

い
る
、
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世

帯
ま
た
は
、
日
中
65
歳
以
上
の
方

の
み
が
い
る
世
帯

■
貸
出
期
間　

１
年
間

■
負
担
費
用　

無
料

■
貸
出
台
数　

20
台

■
申
込
期
限　

２
月
20
日
㈪
ま
で

（
台
数
到
達
ま
で
以
降
随
時
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課
☎（
32
）8
8
9
4

路
上
駐
車
は

大
変
危
険
で
す
！

　

銀
行
や
郵
便
局
な
ど
、
街
中
で

よ
く
見
ら
れ
る
路
上
駐
車
、
郊
外

や
住
宅
地
で
の
長
時
間
駐
車
は
、

他
の
通
行
者
や
地
域
住
民
に
と
っ

て
迷
惑
な
ば
か
り
で
な
く
、
実
は

大
変
に
危
険
な
行
為
で
す
。

　

自
分
だ
け
な
ら
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
な
ら
と
い
う
、
安
易
な
気
持
ち

を
排
除
し
て
、
安
全
安
心
な
道
路

環
境
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

■
路
上
駐
車
に
潜
む
危
険
性

・
交
通
事
故
、
渋
滞
の
原
因
に
な

っ
て
い
ま
す

・
救
急
車
や
消
防
車
な
ど
緊
急
車

両
の
活
動
を
妨
害
し
て
い
ま
す

■
駐
車
禁
止
場
所

　

駐
車
禁
止
の
標
識
・
表
示
に
関

わ
ら
ず
次
の
場
所
で
は
違
法
駐
車

と
な
り
ま
す
。

・
駐
車
場
や
車
庫
な
ど
自
動
車
出

入
口
か
ら
３
m
以
内
の
部
分

・
消
火
栓
か
ら
５
m
以
内
の
部
分

な
ど

■
駐
停
車
禁
止
場
所

　

次
の
場
所
で
は
駐
車
は
も
ち
ろ

ん
、
停
車
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
交
差
点
や
横
断
歩
道
及
び
そ
の

側
端
か
ら
５
m
以
内
の
部
分

・
道
路
の
曲
が
り
角
か
ら
５
m
以

内
の
部
分
な
ど

　

道
路
は
車
庫
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ナ
ー
を
守
り
、
モ
ラ
ル
の
あ
る

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
全
安
心
課
☎（
32
）8
8
9
4

認
知
症
の
高
齢
者
の
方

に
Q
R
コ
ー
ド
シ
ー
ル

を
配
布
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
認
知
症
等
に
よ
り
徘

徊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
等

に
対
し
、
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し

名
前
、
緊
急
連
絡
先
等
が
分
か
る

シ
ー
ル
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
対
象
者

・
徘
徊
行
動
の
見
ら
れ
る
お
お
む

ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

・
障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定
す

る
障
害
者
お
よ
び
障
害
児
で
、
所

在
が
不
明
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

方
。

・
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
方

■
利
用
料
金

　

年
間
1
，0
0
0
円

■
申
請
方
法

　

窓
口
に
て
申
請
用
紙
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
す
。
印
鑑
、
銀
行
の

口
座
が
分
か
る
物
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
4

医
療
費
助
成
額
の
推
移

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
栃
木
県
の
補
助
制
度

に
基
づ
き
各
種
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
過
去

５
年
度
分
の
医
療
費
助
成
額
と
助

成
件
数
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

平
成
27
年
度
の
各
種
医
療
費
助

成
総
額
は
、
前
年
度
と
比
べ
11
・

8
％
増
の
３
億
1
，8
2
8
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
助
成
件

数
は
、
前
年
度
比
14
・
9
％
増
の

15
万
3
，2
0
0
件
と
な
り
、
い

ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
内
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成

の
助
成
額
が
前
年
度
と
比
べ
20
・

1
％
増
の
２
億
2
，3
4
1
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
７

月
受
診
分
よ
り
、
県
内
医
療
機
関

で
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
な

い「
現
物
給
付
」方
式
の
対
象
年
齢

を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
に

よ
り
、
助
成
額
が
増
加
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
軽
い
症
状
で
も
待
ち
時

間
が
少
な
い
等
の
理
由
で
、
休
日

や
夜
間
に
救
急
外
来
を
受
診
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
医
を
も
ち
、
疾
病
を
早
期

発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
医
療

機
関
の
適
正
受
診
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
2

特
殊
詐
欺
撃
退
機
器
を

貸
し
出
し
ま
す
！

医療費助成額の推移
助成額単位：万円

年度 こども
医療費

妊産婦
医療費

重度心身
障がい者
医療費

ひとり親
家庭

医療費
助成件数
（件）

H23 17,680 1,522 6,620 1,336 117,159
H24 18,514 1,469 7,100 1,420 124,858
H25 17,346 1,482 7,528 1,659 121,644
H26 18,600 1,203 7,114 1,544 133,335
H27 22,341 1,164 7,023 1,300 153,200
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水
道
水
放
射
性
物
質
の

検
査
結
果

　

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
道
課　

☎（
32
）8
9
1
1

広
報
し
も
つ
け
を
郵
送

し
て
い
ま
す

　
「
広
報
し
も
つ
け
」は
自
治
会
を

と
お
し
て
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、

公
共
施
設
、
金
融
機
関
、
一
部
の

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
配
付
し
て
お
り
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

市
民
の
方
を
対
象
に
、
有
償
に

よ
る
広
報
の
郵
送
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
次
の

と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
障
が
い

な
ど
に
よ
り
、
近
く
の
設
置
場
所

へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は

郵
送
費
の
減
免
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
込
書「
広
報
紙
郵
送
依
頼
書
」

に
切
手
を
添
え
て
、
総
合
政
策
課

の
窓
口
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
、
年

度
ご
と
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
書
は
総
合
政
策
課
で
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

■
利
用
者
負
担

　

郵
送
実
費
分
。
１
か
月
2
1
5

円
×
希
望
月
数
分
の
切
手（
ゆ
う

メ
ー
ル
で
お
送
り
し
ま
す
。）

■
申
込
期
限

　

広
報
発
行
日（
毎
月
１
日
）の
15

日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
例
：
４
月
か
ら
希
望
す
る
場

合
は
３
月
15
日
）

■
利
用
者
負
担
減
免

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
郵
送
費
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、「
広

報
紙
郵
送
依
頼
書
」と
併
せ
て「
広

報
紙
郵
送
料
免
除
申
請
書
」を
提

出
く
だ
さ
い
。

・
全
て
の
世
帯
員
が
65
歳
以
上
の

場
合

・
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
世
帯
員

の
う
ち
ど
な
た
も
近
く
の
公
共
施

設
等
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な
場
合

（
詳
し
く
は
総
合
政
策
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）8
8
8
6

　

誕
生
月
の
広
報
紙
に
お
子
さ
ん

の
写
真
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

広
報
し
も
つ
け
の
暮
ら
し
の
情

報
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、
小

学
生
ま
で
の
、
お
子
さ
ん
の
写
真

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

毎
年
応
募
し
て
、
子
ど
も
の
成

長
の
記
録
と
し
て
も
楽
し
い
で
す

よ
。

■
申
し
込
み
方
法

①
メ
ー
ル

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
申

請③
総
合
政
策
課
窓
口

■
締
め
切
り

　

掲
載
月
の
前
々
月
末
日
ま
で

※
例　

12
月
生
ま
れ
は
、
10
月
末

日
ま
で

■
記
載
事
項

①
申
込
者

（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
）

②
お
子
さ
ん
の
誕
生
日

③
お
子
さ
ん
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

※
敬
称
目
で
含
む
。
記
載
が
な
い

場
合
は
無
記
名
と
な
り
ま
す
。

※
例　

め
ぐ
み
、
ひ
な
ち
ゃ
ん

め
い
く
ん　

な
ど

④
写
真（
4
0
0
キ
ロ
バ
イ
ト
以

上
）紙
で
い
た
だ
い
た
写
真
は
返

却
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
メ
ー
ル
送
信
先

info@
city.shim

otsuke.lg.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課

　

☎（
32
）8
8
8
6

２
月
は「
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
」で
す

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２

月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」と
定
め
、
相
続
登
記
に

関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

■
期
間　

２
月
１
日
㈬
～
28
日
㈫

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

■
会
場

　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

（
お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
に

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
司
法
書
士
会

　

☎
0
2
8（
6
1
4
）1
1
2
2

採取日
採取場所 セシウム134 セシウム137
基準値

（セシウム134及び137の合計） 10Bq/kg

12月1日

南河内第１配水場 不検出 不検出
石　橋第１配水場 不検出 不検出
国分寺第１配水場 不検出 不検出
南河内第２配水場 不検出 不検出
石　橋第２配水場 不検出 不検出
国分寺第２配水場 不検出 不検出

イ
ベ
ン
ト

広
報
し
も
つ
け
が

「
お
も
い
で
」づ
く
り
の

お
手
伝
い
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お
知
ら
せ

募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
　
職

道
の
駅
し
も
つ
け
食
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

実
施
中
！

　

道
の
駅
し
も
つ
け
で
は
、
料
理

教
室
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
食
材
を
使
っ
た
家

庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
素
敵
な
メ

ニ
ュ
ー
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

３
月
10
日
㈮

　

１
回
目

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

　

２
回
目

　

午
後
２
時
30
分
～
５
時

■
テ
ー
マ（
メ
ニ
ュ
ー
）

　
「
人
気
の
塩
レ
モ
ン　

上
手
に

使
う　

自
家
製
調
味
料
」　

・
塩
レ
モ
ン
チ
キ
ン
ラ
イ
ス

・
シ
ー
ザ
ー
サ
ラ
ダ

■
講
師

　

料
理
研
究
家　

臼
居
芳
美
先
生

■
参
加
費　

1
，5
0
0
円
程
度

　
（
当
日
集
金
）

■
定
員　

32
名

■
申
込
受
付
日　

２
月
16
日
㈭

■
受
付
方
法

　

電
話（
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
メ
ー
ル
フ
ォ

ー
ム（
午
前
９
時
30
分
～
夜
12
時
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

延
長
し
て
受
付
し
ま
す
。

※
小
学
生
未
満
の
お
子
様
の
参

加
・
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選

を
行
い
ま
す
。
当
選
結
果
は「
参

加
の
し
お
り
」の
発
送
を
も
っ
て

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

食
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
運
営

事
務
局　

☎
0
2
8（
6
3
5
）

2
5
7
7

h
ttp

://w
w

w
.k

an
p

i-
shim

otsuke.co.jp/open-
school/index.htm

l
プ
レ
ミ
ア
ム
付
共
通
商

品
券
の
使
用
期
限
は

２
月
28
日
ま
で

　

10
月
に
発
売
し
ま
し
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
下
野
市
共
通
商
品
券
の
使

用
期
限
は
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
使
い
忘
れ
の
な

い
よ
う
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

払
い
戻
し
や
、
使
用
期
限
後
の

ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
橋
商
工
会

　

☎（
53
）0
4
6
3

　

下
野
市
商
工
会

　

☎（
44
）0
2
0
2

　

下
野
市
商
工
会
南
河
内
支
所

　

☎（
48
）0
0
5
9

ふ
れ
あ
い
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

2
0
1
7 

ま
た
新
た
な
教
室
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
×
ボ
デ
ィ
･

メ
イ
ク
施
設
で
あ
る「
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
K
ス
タ
ジ
オ
」が
今

年
１
月
、
ふ
れ
あ
い
館
１
階
に
プ

レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
!
!
楽
し

く
、
キ
レ
イ
と
健
康
を
手
に
入
れ

る
場
所
で
す
！

①「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

　

マ
ッ
ト
の
上
で
行
う
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
で
す
。
全
身
の
柔
軟
性
を
養

い
な
が
ら
体
幹
を
整
え
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

②「
ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
」

　

ウ
エ
ス
ト
ラ
イ
ン
を
キ
レ
イ
に

作
る
た
め
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
す
。

③「
美
脚
・
ヒ
ッ
プ
ラ
イ
ン
」

　

ヒ
ッ
プ
ラ
イ
ン
を
引
き
上
げ
、

美
脚
を
作
る
た
め
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス

で
す
。

④「
ダ
ビ
ン
チ
ボ
ー
ド
」

　

最
近
メ
デ
ィ
ア
で
注
目
を
浴
び

て
い
る
ダ
ビ
ン
チ
ボ
ー
ド
！
チ
ュ

ー
ブ
や
バ
ン
ド
が
取
り
付
け
ら
れ

た
ボ
ー
ド
の
上
で
行
う
全
身
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
で
す
。
短
時
間
で
の
脂

肪
燃
焼
効
果
を
発
揮
し
ま
す
！

■
開
催
日
時

①
毎
週
火
曜
、
正
午
～
午
後
１
時

②
毎
週
火
曜
、
午
後
２
時
～
３
時

③
毎
週
火
曜
、
午
後
５
時
30
分
～

６
時
30
分　

④
３
月
よ
り
開
催
し
ま
す
。

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
館
内

■
受
講
費　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
価
格

①
②
③　

１
回
1
，5
0
0
円

④　
　
　

１
回
2
，2
0
0
円

　
（
ワ
ン
レ
ッ
ス
ン
制
）

※
レ
ッ
ス
ン
開
始
前
に
受
付
で
、

お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上　
（
性
別
不
問
）

■
定
員

　

15
名　

④
は
、
７
名
。

※
予
約
優
先
、
当
日
受
付
は
先
着

順
と
な
り
ま
す
。
予
約
の
際
、
御

氏
名
・
電
話
番
号
・
ご
希
望
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　

補
給
水
・
タ
オ
ル
。

※
マ
ッ
ト（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
）を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

寒
い
冬
こ
そ
プ
ー
ル
で
運
動
！

　

今
年
は
冬
で
も
絶
賛
営
業
中
で

す
！

　

ス
イ
ミ
ン
グ
系
、
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
系
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
系
な
ど
目

的
に
合
わ
せ
た
各
種
水
泳
教
室
も

絶
賛
開
催
中
で
す
！

　

ま
た
３
月
に
は
来
年
度
に
先
駆

け
て
、
今
ま
で
小
学
生
の
み
対
象

だ
っ
た
水
泳
教
室
に
新
た
に
幼
児

ク
ラ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
お

子
様
の
水
慣
れ
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
！

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
K
ス
タ

ジ
オ（
ふ
れ
あ
い
館
１
階
）　

☎
0
9
0（
9
8
3
5
）1
3
3
9

conditioning.k.studio@
gm

ail.com
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お
知
ら
せ

相
　
　
談

就
　
　
職

体
験
コ
ー
ナ
ー
開
催
中

　

粘
土
を
使
っ
て
簡
単
に
体
験
で

き
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
来
館
記
念
に
素
敵
な
作
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
内
容

・
勾
玉
づ
く
り

・
円
筒
埴
輪
づ
く
り

※
体
験
時
間 

約
20
分

■
場
所

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

■
受
講
料　

1
0
0
円

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
（
開
館
中
開
催
）

■
開
催
期
間

　

２
月
28
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先

　

し
も
つ
け
風
土
記
の
丘
資
料
館

　

☎（
44
）5
0
4
9

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
28

年
10
月
１
日
か
ら
時
間
額
7
7
5

円
に
改
正
発
効
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
は
、

平
成
28
年
12
月
31
日
か
ら
次
の
と

お
り
改
正
発
効
さ
れ
ま
し
た
。

◯
塗
料
製
造
業�

9
0
4
円

◯
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製
造

業�

8
5
1
円

◯
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業�
8
5
1
円

◯
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

8
5
6
円

◯
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・

試
験
機
・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
製

造
業
、
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ

製
造
業
、
医
療
用
計
測
器
製
造
業
、

時
計
・
同
部
分
品
製
造
業8

5
1
円

◯
各
種
商
品
小
売
業�

8
1
7
円

※
金
額
は
い
ず
れ
も
時
間
額

■
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部

　

☎
0
2
8（
6
3
4
）9
1
0
9

「
大
学
生
等
の
保
護
者
の

た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
」開
催

　

県
で
は
、
大
学
生
等（
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
等
）の
保
護
者

で
県
内
在
住
の
方
を
対
象
に「
大

学
生
等
の
保
護
者
の
た
め
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
申

し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

　

２
月
22
日
㈬

①
全
体
会（
午
後
１
時
～
）　

・
大
学
生
等
の
就
職
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル・
就
職
に
勝
ち
抜
く
ポ
イ
ン
ト

・
就
職
活
動
の
事
例
紹
介

・
来
年
度
の
就
職
活
動
の
見
通
し

②
個
別
相
談
会（
午
後
３
時
～
）　

　
（
希
望
者
の
み
・
申
込
時
予
約
）

■
場
所

　

県
庁　

東
館
４
階
講
堂

■
定
員　

先
着
1
0
0
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
労
働
政
策
課

　

☎
0
2
8（
6
2
3
）3
2
2
4

「
第
一
回
下
野
市
美
術
家

ク
ラ
ブ
展
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た

　

11
月
28
日
か
ら
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た「
下
野
美

術
家
ク
ラ
ブ
展
」が
、12
月
９
日
盛

況
の
う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
約
1
，3
0
0
人
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初

め
て
一
同
に
会
し
た
市
内
の
美
術

家
た
ち
の
作
品
は
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
当
ク
ラ
ブ
は
今
後

も
市
民
の
文
化
向
上
の
た
め
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　

同
時
に「
熊
本
地
震
義
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
展
」が
開
催
さ
れ
、
十

三
万
二
千
円
を
下
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
通
じ
て
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

下
野
市
美
術
家
ク
ラ
ブ　

会
長　

増
野
喬

AM10:00～PM4:00

募
　
　
集

イ
ベ
ン
ト

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！

最
低
賃
金

使
用
者
も
、労
働
者
も
。

広告
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イ
ベ
ン
ト

就
　
　
職

議
会
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
す

　

市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
と
の
情

報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、
議
会

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
様
か
ら
議
会
活
動
や
市
政
へ

の
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
は
、
３
会

場
で
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館

・
薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー・
国
分
寺
駅
西
児
童
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局 

議
事
課

　

☎（
32
）8
9
1
4

自
治
医
科
大
学
附
属
病

院「
が
ん
患
者
と
家
族
の

サ
ロ
ン
」

　

病
気
で
つ
ら
い
気
持
ち
、
ひ
と

り
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
で
は
、

「
が
ん
患
者
と
家
族
の
サ
ロ
ン
」を

開
催
し
ま
す
。

　

病
気
と
の
向
き
合
い
方
を
学
ん

だ
り
、
話
し
合
い
の
時
間
を
持
っ

た
り
す
る
場
で
す
。

　

医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・
管

理
栄
養
士
・
社
会
福
祉
士
・
理
学

療
法
士
・
臨
床
心
理
士
・
事
務
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
日
時

　

3
月
9
日
㈭

　

午
後
2
時
～
4
時

■
場
所

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
本
館

地
下
1
階
ス
タ
ッ
フ
ラ
ウ
ン
ジ

■
内
容

・
ミ
ニ
・
レ
ク
チ
ャ
ー「
抗
が
ん

剤
の
他
に
で
き
る
こ
と
」

・
自
由
な
語
り
合
い

・
リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
医
科
大
学
附
属
病
院
が
ん

相
談
支
援
室

　

☎（
58
）7
1
0
7

『
理
解
促
進
啓
発
事
業
』

に
よ
る
講
演
会
の

お
知
ら
せ

「
困
っ
て
い
る
子
ど
も
達
の
支
援

に
つ
い
て
地
域
の
み
ん
な
で
考
え

よ
う
」

～
発
達
障
が
い
を
中
心
に
～

　

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
お

子
さ
ん
を
理
解
す
る
上
で
大
切
な

こ
と
は「
困
っ
て
い
る
の
は
子
ど

も
自
身
」と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
、
保
護
者
、
幼
稚
園
・
保

育
園
・
小
中
学
校
の
先
生
方
、
そ

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

子
ど
も
達
の
支
援
の
あ
り
方
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時

　

３
月
９
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
場
所

　

ゆ
う
ゆ
う
館　

■
内
容

「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を
考

え
よ
う
」

・
兄
弟
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

・
い
じ
め
を
考
え
る

■
講
師

　

柳
川
小
児
科
医
院（
佐
野
市
）　

　
　
　

柳
川　

悦
子　

先
生

■
対
象
者

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
参
加
料　
　

無
料

■
申
込
期
限

　

３
月
６
日
㈪
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ば
と
園

　

☎（
44
）6
7
8
3

　

（
44
）6
7
8
3

相
　
談

行
政
書
士

無
料
専
門
相
談
会

■
相
談
内
容

　

相
続
や
遺
言
、
農
地
転
用
、
開

発
行
為
な
ど
役
所
に
提
出
す
る
書

類
や
手
続
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た

成
年
後
見
、
離
婚
に
つ
い
て
の
相

談
な
ど
。

■
日
時

　

２
月
23
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
定
員　

４
名

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

行
政
書
士
会
小
山
支
部

　

生
田
目
安
夫
☎（
52
）2
3
5
0

司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

■
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
関
係（
相
続
、
売

買
な
ど
）、
商
業
・
法
人
登
記
関

係
、
多
重
債
務
関
係
、
裁
判
手
続

き
関
係（
1
4
0
万
円
を
超
え
な

い
簡
易
裁
判
所
の
民
事
裁
判
手
続

き
）、
成
年
後
見
関
係

■
日
時

　

２
月
８
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

■
相
談
時
間

　

１
相
談
者
あ
た
り
概
ね
30
分
間

　
（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
小
山
支
部

　

小
杉
孝
一
☎（
21
）6
3
1
2

相
　
　
談

お
知
ら
せ

募
　
　
集
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募
　
　
集

相
　
　
談

就
　
職

臨
時
保
育
士
等
の
募
集

■
応
募
資
格

・
保
育
士
資
格
所
持
者
、
保
健
師

資
格
所
持
者
、
看
護
師（
准
看
護

師
）資
格
所
持
者

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
賃
金
等（
時
給
）

　

保
育
士

①
フ
ル
タ
イ
ム�

1
，2
0
0
円

②
短
時
間
勤
務�

1
，1
0
0
円

　

保
健
師�

1
，2
0
0
円

　

看
護
師（
准
看
護
師
）

1
，1
0
0
円

　
（
通
勤
割
増
賃
金
・
時
間
外
勤

務
手
当
有
）社
会
保
険
加
入

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

平
日　

午
前
７
時
～
午
後
７
時

①
フ
ル
タ
イ
ム

　

７
時
間
45
分（
休
憩
時
間
60
分
）

②
短
時
間
勤
務　

４
時
間
～

※
週
５
日
勤
務
・
日
・
祝
日
休
み

※
土
曜
勤
務
・
時
間
外
勤
務
有

■
勤
務
先　
　

市
立
保
育
園

■
応
募
方
法　

履
歴
書
に
写
真
を

貼
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
資

格
証
の
写
し
を
添
付
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
3

児
童
館
臨
時
職
員
及
び

学
童
保
育
支
援
員
を
募

集
し
ま
す

■
応
募
資
格

①
児
童
館
臨
時
職
員

②
学
童
保
育
支
援
員

　

保
育
士
資
格
所
持
者
、
幼
稚
園

教
諭
資
格
所
持
者
、
乳
幼
児
親
子

支
援
が
で
き
る
学
校
教
諭
資
格
所

持
者（
②
は
右
記
資
格
の
有
無
に

係
わ
ら
ず
応
募
可
）

■
賃
金
等（
時
給
）

①
1
，0
5
0
円
②
資
格
有　

1
，

0
5
0
円　

資
格
無　

8
0
0
円

①
②
共
通　

雇
用
保
険
・
有
給
休

暇
あ
り
。
社
会
保
険
は
要
件
を
満

た
す
場
合
に
は
2
年
目
以
降
適
用
。

■
勤
務
日
・
勤
務
時
間

　

①
月
曜
日
～
土
曜
日
で
月
20
日

程
度
。
午
前
8
時
30
分
～
午
後
7

時
の
間
で
1
日
7
時
間
45
分

　

②
月
曜
日
～
土
曜
日
で
月
17
日

程
度
。
午
後
1
時
～
7
時
の
間
で

1
日
5
時
間
。
長
期
休
業
中
は
午

前
7
時
30
分
～
午
後
7
時
。

■
募
集
人
員

　

①
3
人
程
度　

②
10
人
程
度

■
応
募
方
法　

履
歴
書
に
写
真
を

貼
付
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い（
資

格
証
の
写
し
を
添
付
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
3

介
護
認
定
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
認

定
調
査
に
従
事
す
る
調
査
員
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
２
月

20
日
㈪
ま
で
に
、
高
齢
福
祉
課
介

護
保
険
グ
ル
ー
プ
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格

・
看
護
師
、
保
健
師
も
し
く
は
介

護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る

方
ま
た
は
、
介
護
認
定
調
査
員
の

経
験
の
あ
る
方

・
昭
和
37
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方

・
自
動
車
運
転
免
許
を
所
持
し
、

自
家
用
車
で
活
動
で
き
る
方

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、

デ
ー
タ
入
力
が
で
き
る
方（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）

・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

■
任
用
期
間　

４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

（
以
降
２
年
間
毎
の
更
新
可
）

■
勤
務
形
態

　

非
常
勤
特
別
職
と
し
て
、
１
か

月
に
20
日
程
度
の
勤
務
と
な
り
ま

す■
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

分（
認
定
調
査
に
よ
り
時
間
が
ず

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

■
報
酬
等　

1
2
，0
0
0
円
／
日

■
内
容　

介
護
認
定
申
請
者
の
自

宅
、
ま
た
は
入
所
施
設
等
を
訪
問

し
て
、
申
請
者
の
状
態
等
を
見
る

と
と
も
に
普
段
の
様
子
な
ど
を
聞

き
取
る
調
査
を
行
い
、
調
査
内
容

を
パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
入
力
し
ま

す
。

■
必
要
書
類

　

履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
て
く

だ
さ
い
。（
資
格
証
・
免
許
証
の
写

し
を
添
付
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課
☎（
32
）8
9
0
4

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

『
未
来
を
築
く
幹
部
自
衛
官

の
道
』

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
入

校
す
る
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募

集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

　
（
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間

　

３
月
１
日
㈬
～
５
月
５
日
㈮

■
試
験
期
日

　

一
次　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

　

二
次　

６
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮

■
試
験
会
場

　

県
内
。
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）4
7
6
3

予
備
自
衛
官
補
募
集

『
普
段
は
社
会
人
や
学
生
、い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
自
衛
官
』

　

所
定
の
教
育
訓
練
終
了
後
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
一
般

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

②
技
能

　

18
歳
以
上
55
歳
未
満
の
方

※
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

※
医
師
・
建
築
士
等
免
許
の
保
有

者
、
語
学
能
力
保
有
者
等
の
保
有

技
能
に
よ
り
対
象
年
齢
が
変
わ
り

ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
７
日
㈮
ま
で

■
試
験
期
日

　

４
月
14
日
㈮
～
18
日
㈫
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定
し
ま
す
。

■
試
験
会
場

　

県
内
。
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　

☎（
25
）4
7
6
3

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

就
　
　
職
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し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

音
声
版
広
報（
デ
イ
ジ
ー
版C

D

及
び
テ
ー
プ
版
）が
無
償
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
音
声
版
は
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

☎︎（
43
）１
２
３
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

しもつけ
クロスワード

よくてわりーね

けけ
ワ ド

電
気
ス
ト
ー
ブ
は
、
手
軽
に
使

え
て
暖
か
く
と
て
も
便
利
で
す
。

し
か
し
、
炎
が
出
て
い
な
い
た
め

安
全
に
見
え
ま
す
が
、
熱
が
あ
る

の
で
火
災
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
点
け
た
ま
ま

で
就
寝
し
、
寝
返
り
を
打
っ
た
際

に
、
足
元
に
置
い
て
い
た
衣
類
に

接
触
し
て
、
出
火
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
す
。

寝
る
と
き
や
そ
の
場
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス

ト
ー
ブ
の
周
囲
に
は
、
物
を
置
か

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

電
気
ス
ト
ー
ブ
の
他
、
ハ
ロ
ゲ

ン
ヒ
ー
タ
ー
や
温
風
機
な
ど
の
使

用
の
際
に
も
、
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

市
役
所
２
階

■
相
談
日
時
　
月
～
金
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
正
午
～
午
後
1
時
を
除
く
）

※�
来
所
で
の
相
談
の
場
合
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※�
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

知
っ
て
い
ま
す
か
？

こ
の
マ
ー
ク　
「
く
る
み
ん
」

　

結
婚
・
出
産
後
も
働
き
続
け

た
い
、
子
育
て
に
積
極
的
に
か

か
わ
り
た
い
等
と
考
え
て
い
る

方
が
、
企
業
選
び
の
際
に
参
考

に
し
て
ほ
し
い「
く
る
み
ん
」マ

ー
ク
で
す
。

　

こ
れ
は
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
に
基
づ
き
、
子
育
て

を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
企
業
と
し
て
認
定
さ
れ

た
証
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
プ
ラ
チ
ナ
く
る

み
ん
」も
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
チ

ナ
く
る
み
ん
は
、
マ
ン
ト
と
王

冠
を
つ
け
、
く
る
み
ん
マ
ー
ク

取
得
企
業
よ
り
も
子
育
て
支
援

の
取
組
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
企
業“
ぐ
る
み
”、

社
会“
ぐ
る
み
”で
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
を
応
援
し
て
い
け
る

と
い
い
で
す
ね
。

電
気
ス
ト
ー
ブ
の
火
災

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
全
て
の
マ
ス

を
埋
め
た
後
、
色
が
つ
い
た
マ
ス

の
文
字
を
並
び
替
え
る
と
下
野
市

ゆ
か
り
の
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

タ
テ
の
カ
ギ

1 

楊
貴
妃
が
好
ん
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
果
物
。
形
は
丸
く
、
赤
茶

色
の
皮
に
鱗
状
の
模
様
が
あ
る
。

2 

核
心
と
な
る
大
切
な
事
柄
。

奥
義
。
神
髄
。

3 

小
説
や
漫
画
、
ド
ラ
マ
、
ア

ニ
メ
な
ど
を
原
作
と
し
た
作
品
が

映
画
に
な
る
こ
と
。

4 

子
ど
も
は
こ
れ
で
遊
ぶ
の
が

大
好
き
。
丸
め
て
作
っ
た
玉
を
固

め
て
磨
く
こ
と
で
光
り
ま
す
。

7 

シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
剤
、

育
毛
剤
な
ど
を
使
っ
て
髪
の
手
入

れ
を
行
う
こ
と
。

8 

日
―
―
―
。
―
―
―
主
。

9 

単
位
は
棹
。
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト

の
よ
う
に
服
を
し
ま
う
家
具
。

10 

花
の
都
。
世
界
最
大
級
の
美

術
館
が
あ
る
こ
の
都
市
の
標
語
は

「
た
ゆ
た
え
ど
も
沈
ま
ず
」。

ヨ
コ
の
カ
ギ

1 

「
芝
浜
」「
時
そ
ば
」「
ま
ん
じ
ゅ

う
こ
わ
い
」。

3 

2
6
0
年
も
の
間
幕
府
が
置

か
れ
、
政
治
の
中
心
地
と
な
っ
た

都
市
。

5 

青
み
が
か
っ
た
緑
色
。

6 

―
―
―
線
。
海
と
空
の
場
合

は
水
平
線
。

8 

宴
会
や
食
事
が
で
き
る
よ
う

に
屋
根
と
座
敷
が
あ
る
船
。
―
―

―
船
。

10 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
を

よ
く
見
る
人
は
注
意
。

11 

フ
ロ
ン
ト
の
反
対
。
―
―
―

タ
イ
ヤ
。

12 

一
時
的
に
使
う
水
槽
。
寿
司

屋
や
居
酒
屋
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　

答
え
は
39
ペ
ー
ジ

２枚の写真には違っている
ところが３つあります。
見つけてみてください。
（印刷の汚れは除く。）

※答えは39ページ
　　　　グリムの里

新春書き初め大会▶

まちがいさがし

わかるかな？

消費生活

1 3 4

5

6 7

8 9

10

11 12

2
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くらしの情報

2
February

ふれあい館・ゆうゆう館・きらら館休館日

ふれあい館　☎47-1126
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

ゆうゆう館　☎43-1231
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

きらら館　☎52-3711
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

おもちゃの図書館

納税ごよみ

メール配信サービス下野インフォメーション

心配ごと相談シルバー人材センター

平美林清掃計画

ハンディをもつ子も、もたない子も、
一緒に遊ぶ場所です。

■問い合わせ先
　社会福祉協議会☎43−1236

■刃物研ぎ　午前９時～午後2時

14日㈫ 旧下水道庁舎
（薬師寺1949）

21日㈫ 旧やすらぎ荘
■入会説明会（要申し込み）
　午前10時～

15日㈬ 旧下水道庁舎
（薬師寺1949）

■問い合わせ先
　シルバー人材センター☎47−1124

　人権、児童母子、行政など、日常生
活でのあらゆる相談に応じています。

国
分
寺
会
場

一般相談・総合相談
２月７日・14日・21日

（いずれも火曜日）
児童母子相談　2月28日㈫
会場：ゆうゆう館

石
橋
会
場

一般相談・総合相談
２月６日・13日・20日

（いずれも月曜日）
児童母子相談　2月27日㈪
法律相談　2月9日㈭
会場：石橋公民館

南
河
内
会
場

一般相談・総合相談
２月３日・10日・17日

（いずれも金曜日）
児童母子相談　2月24日㈮
会場：ふれあい館

■時間　午後1時30分～ 3時30分
　 　　　　法律相談のみ要予約
　　　　　午後1時～ 4時30分
■問い合わせ先
　社会福祉協議会　☎43−1236

2
月

天平の丘 花まつり協力会

花広場 心契会

3
月

天平の丘 社団法人下野市
シルバー人材センター

花広場 小山北
ロータリークラブ

■問い合わせ先
　商工観光課☎32−8９07

国民健康保険税 第８期
介護保険料 第８期
後期高齢者医療保険料 第８期
国民年金保険料 １月分

簡単登録で気象情報（注
意報・警報）や地震情報、
行政情報、イベント情報な
どをメール配信します。
■問い合わせ先
総合政策課☎32−8886↑携帯電話用

ＱＲコード

（ ）

日時 2月25日
場所 南河内児童館

きらら館は
トレーニング室

■納期限　2月28日㈫

しもつけシティーガイド　観光スポットから生活に役立つ情報まで、下野の
情報がいっぱいの電子地図です。パソコンは市ホームページから、携帯電話
は右のＱＲコードからアクセスしてください。

し
も
つ
け
ミ
ニ
情
報

　
　
　
　
　
　
　
け
や
き
ネ
ッ
ト　

市
内
小
中
学
校
の
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

h
ttp

：//w
w
w
.sc
h
o
o
l.sh
im
o
tsu
ke
.e
d
.jp
/in
d
e
x.h
tm

「
広
報
し
も
つ
け
」を
市
内
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
一
部
）に
設
置
し
て

い
ま
す
。
順
次
、
設
置
店
を
拡
張
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ 3 4

①③ ②④ ③⑤ ④⑥
5 6 7 8 ９ 10 11

①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
12 13 14 15 16 17 18

②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
19 20 21 22 23 24 25

①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
26 27 28

②④ ③⑤ ④⑥

番号・医療機関名・所在地
①小金井中央病院下野市小金井 2－4－3
　☎ 44－ 7000
②石橋総合病院　下野市石橋 628
　☎53－1134�※休日・夜間は小児科対応不可。
③小山整形外科内科小山市雨ケ谷753
　☎31－1331
④杉村病院　小山市城山町2－7－18
　☎25－5533・5534
⑤光南病院　小山市乙女795－4
　☎45－7711
⑥野木病院　野木町友沼5320－2
　☎0280－57－1011

■夜間休日急患診療所
平日・土曜日　19時～22時
日曜、祝日、振替、年末年始

（12月31～1月3日）
10時～12時、13時～17時、
18時～21時
診療科目：内科、小児科
事前に電話で確認してくださ
い。
☎0285–39–8880

■休日急患歯科診療所
日曜、祝日、振替、年末年始
（12月31～1月3日）
10時～12時、13時～16時
☎0285–39–8881
所在地：小山市神鳥谷2251-7
（小山市健康医療介護総合
支援センター内）

救急告示医療機関当番（一次急患）

■とちぎ子ども救急電話相談　☎＃8000
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－600－0099）
月～土曜日：18時～翌朝８時　日曜日・祝休日：24時間（８時～翌朝８時）
■とちぎ救急医療電話相談（大人の救急電話相談）☎＃7111
（携帯電話とプッシュ回線以外は、☎028－623－3344）毎日18時～22時
急な病気やけがに関する家庭での対処方法や救急医療の受診の目安などを看護師がアドバイスします。

一次救急医療機関情報

◉平日・日曜日　17：00～翌日9：00
◉土曜日・祝日の前日（ の部分）17：00～翌日17：00
カレンダー内番号が当番医療機関です。事前に電話で確認してください。
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市ではホームページの新着情報や、災害発生時の避難場所などの
情報配信を行います。右のＱＲコードからアクセスできます。

下野市公式アカウント　@city_shimotsuke
下野市公式
ツイッター

ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え

①
若
水　

②
墨
汁　

③
紅
白
幕

２ 輝け下野エール大使

４ Shimotsuke-CityTopics　まちの話題

７ 市民活動補助事業のご案内

８ 市県民税・所得税申告相談

９ 国民年金だより

10 春の火災予防運動

11 史跡まつり

12 しもつけ福祉大会

13 新・下野市風土記

14 保健だより

目次　Contents

1
9
7
8
年
2
月
17
日
、
北
海
道
幌
加
内
町

母
子
里
で
は
非
公
式
な
が
ら
氷
点
下
41
・
2
度

の
国
内
最
低
気
温
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
記

録
を
も
と
に
地
元
の
有
志
に
よ
る「
天
使
の
囁

き
実
行
委
員
会
」が
発
足
し
、
寒
さ
を
通
し
て

人
々
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て「
天
使
の
囁
き
を
聴
く
集
い
」を
始

め
ま
し
た
。

天
使
の
囁
き
と
は「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
」

の
こ
と
で
す
。
氷
点
下
10
度
以
下
の
良
く
晴
れ

た
日
の
朝
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
大
気
中
の
水

蒸
気
が
冷
や
さ
れ
て
で
き
た
微
細
な
氷
の
結
晶

が
、
日
光
に
照
ら
さ
れ
て
輝
き
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
降
る
現
象
で
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
に
似
た
現
象
と
し
て

氷
霧（
こ
お
り
ぎ
り
）が
あ
り
ま
す
。
氷
霧
は
霧

が
冷
や
さ
れ
て
小
さ
な
氷
晶
と
な
り
大
気
中
を

浮
遊
す
る
現
象
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
特
定
の
条
件
で
し
か
見
ら
れ
な
い

珍
し
い
現
象
で
、
見
慣
れ
て
い
る
人
で
な
い
と
、

ど
ち
ら
な
の
か
区
別
が
つ
か
な
い
よ
う
で
す
。

寒
い
所
で
し
か
見
ら
れ
な
い
現
象
で
す
が
、

見
に
行
っ
て
は
い
か
が
で
す
か

　

参
考
文
献

　

気
象
庁　

天
気
予
報
等
で
用
い
る
用
語

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/jm
a/kishou/

know
/yougo_hp/kousui.htm

l

16 地域包括支援センターだより

17 
20 Let’sSPORTS

23 
24 図書館LibraryInformation

25 読書人

26 婚活バスツアー

27 しもサタ通信

28 くらしの情報（イベントカレンダー）

40 国際交流員マシアスのコラム

今月の何の日

2
月
17
日

天
使
の
囁
き

記
念
日

37Pのクロスワードの答え
1 3 4

5

6 7

8 9

10

11 12

2

ラ ク エゴ ド

リ ア イ ケ ス
パ ツ トケ ン

ロ

タ
イ ガ

イ ク サ イ
ヘチ

カヤア

答えは、カラクリドケイ
（からくり時計）

今月
の
表紙

市では、カンピくんに続く２人目
の観光大使として、まろに☆えーる

「瓜田瑠梨」を委嘱しました。
かんぴょうの普及のためアイドル

となった瓜田さんに、市特産のかん
ぴょうをもっと応援していただくた
め今回選ばれました。

委嘱状は、12月25日にオリオンス
クエアで開催された「まろに祭」で、
広瀬市長から「瓜田瑠梨」の声を務
める声優の小林元子さんに手渡され
ました。
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PC・スマホ
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TAKE FREE

国際交流

国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
の
コ
ラ
ム

宗
教
改
革
5
0
0
周
年

早
い
も
の
で
新
年
に
な
っ
て
か
ら
も

う
1
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
早
す
ぎ
て

先
月
起
こ
っ
た
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
思
い

出
せ
な
い
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
、
私
の

覚
え
て
い
る
こ
と
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
5
0
0
年
前
に
ド

イ
ツ
で
キ
リ
ス
ト
教
改
革
運
動
（
宗
教

改
革
）
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
関
連
し
、
今
年
ド
イ
ツ
で
は
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
宗
教
改
革
の
火
付
け
役
と
し
て

有
名
な
の
が
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
で

す
。
彼
は
当
時
腐
敗
し
て
い
た
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
行
い
を
批
判
す
る
「
95

か
条
の
論
題
」
を
発
表
、
こ
れ
が
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
対
し
て
同
じ
よ
う
に
不

満
を
抱
い
て
い
た
人
々
の
共
感
を
呼
び
、

や
が
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
新
し

い
宗
派
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
か
つ
て
対
立
し
て
い
た
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は

今
日
で
は
共
存
し
、
ド
イ
ツ
の
ほ
ぼ
す

べ
て
の
町
に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
両
方
の
教
会
が
あ
り
ま
す
。

両
者
は
共
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
尊

重
し
あ
い
、
一
緒
に
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
の
で
す
。

ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
今
よ
り
も

多
く
の
国
々
に
細
か
く
分
か
れ
、
戦
争

を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
す
が
、
昔
は

敵
同
士
だ
っ
た
国
や
人
々
が
、
今
で
は

手
を
取
り
合
い
、
仲
良
く
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
以
前
こ
の
コ
ラ
ム
で
書
い
た
よ

う
に
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
関
係
は

こ
の
良
い
例
の
一
つ
で
す
。

ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
と
い
え
ば
、
最

近
、
二
国
合
作
の
映
画
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
の
作
家
ク
ラ
イ
ス
ト
に

よ
る
「
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
」

と
い
う
小
説
を
映
像
化
し
た
も
の
で
、

領
主
の
不
正
へ
の
憤
り
か
ら
反
乱
を
起

こ
し
た
16
世
紀
ド
イ
ツ
商
人
の
実
話
が

も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
作

品
中
で
は
、
前
述
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル

タ
ー
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
後
世
の
作
品
で
も
取
り

扱
わ
れ
る
ほ
ど
、マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

は
大
き
な
影
響
を
残
し
て
い
ま
す
。
宗

教
改
革
5
0
0
周
年
を
機
会
に
皆
さ
ん

も
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マルティンルターは「95 か条の論
題」を教会の扉に貼りつけたと言わ
れています。

■人口と世帯（１月 1日現在）
　　人口／ 60,133 人（± 0）、男性／ 29,825 人（-3）、女性／ 30,308 人（+3）、世帯数／ 23,217 世帯（-7）

2

観光大使の委嘱状を受けた声優の小林元子さん観光大使の委嘱状を受けた声優の小林元子さん 輝け下野エール大使輝け下野エール大使

平成 29年 2月発行（毎月１日発行）　Shimotsuke City Public Relations

外
国
籍
住
民
の
方
に
よ
る

第
5
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表

会
を
開
催

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
籍
住

民
の
方
に
日
本
語
を
教
え
る
日
本
語
教

室
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
毎
週
2
回
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
外

国
人
の
方
に
日
本
語
の
指
導
を
し
て
い

て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
様
々
な
国
籍
の

方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
で
は
、
受

講
し
た
外
国
人
の
方
々
に
日
々
学
ん
で

い
る
日
本
語
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
日
本
人
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
発

表
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
発
表
後
に
は
、
余

興
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
あ
る
ほ
か
、
発
表

者
や
来
場
者
と
の
交
流
の
場
と
し
て
茶

話
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

2
月
19
日
㈰　

　

午
後
2
時
〜
4
時
（
午
後
1
時
30
分

開
場
）

■
場
所

　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み

　

不
要
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）
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国
際
交
流
員
マ
シ
ア
ス
さ
ん
に
よ
る

マ
マ
パ
パEnglish

サ
ロ
ン
開
催
！

英
語
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
て

も
、
育
児
中
の
方
は
英
会
話
教
室
に
通

っ
て
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ

と
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
、
子
ど
も
連
れ

の
方
で
も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
る
英

会
話
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

国
際
交
流
員
の
マ
シ
ア
ス
さ
ん
と
一

緒
に
、
遊
び
な
が
ら
気
軽
に
英
会
話
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

も
ち
ろ
ん
、

大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
O
K
で
す
。

子
ど
も
好
き
の
方
や
外
国
人
の
方
も
大

歓
迎
で
す
！

■
日
時

①
3
月
10
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時

②
3
月
23
日
㈭

　

午
後
2
時
〜
3
時

■
場
所

　

薬
師
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

国
際
交
流
員

　

マ
シ
ア
ス
・
ブ
リ
ッ
タ
ス
ド
ー
フ

■
参
加
費　

無
料

　

た
だ
し
参
加
者
は
国
際
交
流
協
会
に

入
会
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
年
会
費
1
，

0
0
0
円
）。

■
定
員　

①
、
②
そ
れ
ぞ
れ
10
名

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
市
民
協
働
推
進
課
内
）
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